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8月号

プライドと名誉をかけ、第32回山武消防ポンプ操法大会が開催。（関連記事　４・５頁）

地域の安全を守る男たちの勇姿!!
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平
成
22
年
６
月
の
市
の
定
例

議
会
で
議
決
し
、
10
月
１
日
か

ら
株
式
会
社
九
十
九
里
自
動
車

教
習
所
へ
経
営
を
移
譲
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
移
譲
後
も

現
在
と
同
じ
く
、普
通
自
動
車
・

自
動
二
輪
車
（
中
型
・
小
型
）

の
教
習
と
高
齢
者
講
習
な
ど
指

定
自
動
車
教
習
所
と
し
て
の
業

務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

民
間
事
業
者
の
経
営
手
法
に
よ

り
教
習
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
今

ま
で
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

市
営
松
尾
自
動
車
教
習
所

は
、
昭
和
35
年
に
自
動
車
の
大

衆
化
時
代
に
備
え
て
、
旧
松
尾

町
が
公
営
の
自
動
車
練
習
所
と

し
て
開
設
以
来
、
間
も
な
く
半

世
紀
を
迎
え
ま
す
。

　

近
年
、
教
習
所
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
は
大
変
激
し
く
、

少
子
化
な
ど
の
影
響
で
新
た
に

免
許
取
得
す
る
利
用
者
が
減
少

傾
向
に
あ
り
、
厳
し
い
経
営
環

境
の
中
で
、
経
営
改
善
に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、
公
営
の
自
動

車
教
習
所
と
し
て
存
続
す
る
こ

と
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
教
習
所
自
体
は
高
齢
者
講

習
の
需
要
も
あ
り
、
地
域
住
民

の
利
便
性
を
考
え
経
営
を
引
き

継
ぐ
も
の
で
す
。

▲市営松尾自動車教習所の経営移譲に関する協定締結
左から㈱九十九里自動車教習所菅原代表取締役と椎名
市長

▲関係者と教習コースにて

半世紀の歴史に幕、
　　　 そして新たにスタート
半世紀の歴史に幕、
　　　 そして新たにスタート
平成22年10月から松尾自動車教習所は民営化となります平成22年10月から松尾自動車教習所は民営化となります
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▲昭和35年、開所当時の練習車の主流は、貨物車
（ダットサン・１２３型）

▲昭和36年学科教習の情景（左側には、懐かしい
“だるまストーブ”）

▲降雪後のコースは、泥沼化の様相を呈し強風が吹く
と砂ぼこりが舞い上がる（コース中央ダイハツミゼッ
トＭＰ４）

▲昭和 37 年当時のコースは、縁石のみコンクリート
を使い、他は砂利道

▲昭和37年には、教習車に乗用車が導入
（トヨペット・クラウン・デラックス）

山武市営松尾自動車教習所の
あゆみ

昭和３５年　９月１日　�松尾町営自動車練習所
創立

昭和３６年　７月１日　�千葉県公安委員会公認
指定を受け県内２番目
の指定教習所となる

昭和３９年　４月　　　�松尾町営自動車教習所
と改称

昭和４１年　１月　　　大型自動車教習開始
昭和４２年　６月　　　路上教習開始
昭和５３年　２月　　　無線教習開始
　　　　　１０月　　　夜間教習開始
昭和５４年１１月　　　�現在の教習所校舎完

成、模擬運転教習開始
昭和５５年　５月　　　教習生送迎運行開始
平成　２年　９月　　　初心運転者講習開始
平成　４年　６月　　　高速教習開始
平成１０年　４月　　　高齢者講習開始
　　　　　　９月　　　�自動二輪車教習コース

増設
平成１８年　３月　　　�山武市営松尾自動車教

習所と改称
平成２０年　７月　　　�山武市営松尾自動車教

習所事業運営委員会設
置

平成２２年　６月　　　�市議会において経営移
譲に関連する議案可決

平成２２年　７月　　　協定締結式

　旧松尾町で自家用自動車が普及し始めたのは
昭和３０年代後半からで、高度経済成長ととも
に道路整備も進み、４０年代に入ると自動車は
急速に普及していきました。



　

６
月
27
日
、
第
32
回
山
武
消
防

ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
蓮
沼
海
浜
公

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
と
し

て
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
消
防

用
機
械
器
具
の
操
作
や
実
践
的
技

術
の
向
上
と
士
気
高
揚
を
図
り
、

地
域
防
災
体
制
を
確
立
す
る
た
め

に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

雨
雲
が
立
ち
込
め
る
な
か
山
武

郡
市
町
の
代
表
10
チ
ー
ム
が
、
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
と
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
に
分
か
れ
、
日
ご
ろ
の

訓
練
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
山
武
市
消
防
団

が
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
（
第
４
分

団
第
２
部
）・
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
（
第
３
分
団
第
２
部
）
で
優

勝
を
果
た
し
、
７
月
24
日
に
千
葉

消
防
学
校
で
開
か
れ
た
県
大
会
に

山
武
郡
市
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。

第32回山武消防ポンプ操法大会
山武市消防団がポンプ車操法の部、
小型ポンプ操法の部でそれぞれ優勝
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W優 勝W優 勝ダブルダブル

▲日頃の厳しい訓練に耐えて優勝した第４分団第 2部（本

須賀岡）、第３分団第 2部（小泉・富口・富田幸谷）の皆

さん

▲機敏な動作で演技を繰り広げる。ポンプ車操法の部

第４分団第 2部（本須賀岡）



〔
お
願
い
〕

　

消
防
団
員
は
、
普
段
は
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、

火
災
や
他
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防
職
員
な
ど
と

一
緒
に
活
動
す
る
街
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
存
在
で
す
。
し

か
し
、
最
近
は
、
人
員
確
保
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
山
武
市
消
防
団
は
、
13
分
団
48
部
で
構
成
。
市

や
地
域
の
行
事
の
警
備
に
あ
た
る
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
密
着
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、消
防
団
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　　
　

総
務
課
消
防
防
災
係　

☎
（80）
１
１
１
６

問

▲訓練に訓練を重ね、磨かれた演技を披露。小型ポンプ操法の部

第３分団第 2部（小泉・富口・富田幸谷）

団体　　　　　　　　　　　　　　
ポンプ車操法の部
　優　勝　山武市消防団（第 4分団第 2部）　
　指揮者　川

か わ つ

津　篤
あ つ し

史　　３番員　海
か い ほ

保　祐
よしあき

章　
　１番員　海

か い ほ

保　　道
とおる

　　４番員　鈴
す ず き

木　　怜
さとる

　
　２番員　橋

はしもと

本　友
ともひこ

彦　　補助員　唐
からかさ

笠　　仁
しのぶ

　
小型ポンプ操法の部
　優　勝　山武市消防団（第 3分団第 2部）
　指揮者　髙

たかあし

葭　　勉
つとむ

　　３番員　能
の せ

勢　裕
ゆういち

一
　１番員　髙

たかはし

橋　一
かずひろ

裕　　補助員　中
なかむら

村　健
け ん じ

治
　２番員　能

の せ

勢　毅
き い ち

一
個人（市内表彰者）　　　　　　
ポンプ車操法の部
　最優秀指揮者　　川

か わ つ

津　篤
あ つ し

史
　最優秀１番員　　海

か い ほ

保　　道
とおる

　
　最優秀３番員　　海

か い ほ

保　祐
よしあき

章
　最優秀４番員　　鈴

す ず き

木　　怜
さとる

　
小型ポンプ操法の部
　最優秀指揮者　　髙

たかあし

葭　　勉
つとむ

　

成　績　　　　　　　　　　　（敬称略）

〔
お
願
い
〕

　

消
防
団
員
は
、
普
段
は
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、

火
災
や
他
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防
職
員
な
ど
と

一
緒
に
活
動
す
る
街
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
存
在
で
す
。
し

か
し
、
最
近
は
、
人
員
確
保
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
山
武
市
消
防
団
は
、
13
分
団
48
部
で
構
成
。
市

や
地
域
の
行
事
の
警
備
に
あ
た
る
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
密
着
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、消
防
団
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　　
　

総
務
課
消
防
防
災
係　

☎
（80）
１
１
１
６
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行政からの

お らせ知
information

■
平
成
22
年
度
口
腔
保
健
ポ
ス
タ
ー

　

５
月
20
日
、山
武
郡
市
内
59
校
の
小
中
学
生（
小

学
４
年
～
中
学
３
年
）
を
対
象
に
、
平
成
22
年
度

口
腔
保
健
ポ
ス
タ
ー
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
応
募
総
数　

小
学
校
３
６
０
点
・
中
学
校
42
点

入
賞
者
の
紹
介
（
敬
称
略
）

【
小
学
生
の
部
】

　

４
年　

３
位　

赤
木　

実
和
（
山
武
北
小
）

　

６
年　

１
位　

石
橋　

茉
帆
（
蓮
沼
小
）

　

６
年　

３
位　

奥
本　

紗
代
（
日
向
小
）

【
中
学
生
の
部
】

　

２
年　

２
位　

高
橋　

   

葵
（
成
東
中
）

　

３
年　

１
位　

川
嶋　

裕
子
（
山
武
中
）

■
第
60
回
健
歯
児
童
生
徒
審
査
会

　

６
月
３
日
、
第
60
回
健
歯
児
童
生
徒
審
査
会
が

の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
※
山
武
郡

市
内
の
小
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た
小
学
生
52

人
・
中
学
生
32
人
か
ら
選
出

入
賞
者
紹
介
（
敬
称
略
）

【
小
学
生
の
女
子
の
部
】

　

６
年　

１
位　

椎
名
明
日
香
（
大
富
小
）

　

６
年　

２
位　

小
松　
　

遥
（
鳴
浜
小
）

【
中
学
生
女
子
の
部
】

　

３
年　

１
位　

上
畠　

菜
摘
（
山
武
中
）

※
椎
名
明
日
香
さ
ん
と
上
畠
菜
摘
さ
ん
は
、
７
月

８
日
に
千
葉
県
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

県
の
審
査
会
に
、
山
武
郡
市
の
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人
権
擁
護
委
員
に
石
橋
氏

　

平
成
22
年
山
武
市
議
会
第

２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
監

査
委
員
の
選
任
及
び
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
が
提
案
さ

れ
、
監
査
委
員
に
野
島
暉
通

氏
（
津
辺
）
が
、
教
育
委
員

会
委
員
に
京
相
光
德
氏
（
椎

崎
）、
金
田
重
興
氏(

成
東)

が
、
そ
れ
ぞ
れ
議
会
の
同
意

を
得
て
選
任
・
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

　

監
査
委
員
の
野
島
氏
は
再

任
で
任
期
は
平
成
22
年
６
月

11
日
か
ら
の
４
年
間
。

　

教
育
委
員
会
委
員
の
京
相

氏
・
金
田
氏
は
と
も
に
再
任

で
任
期
は
平
成
22
年
６
月
24

日
か
ら
の
４
年
間
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
金

田
氏
が
教
育
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

監
査
委
員
・
教
育
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

教育委員会教育長
金
か ね だ

田　重
しげおき

興氏
教育委員会委員
京
きょうそう

相　光
みつのり

德氏
監査委員

野
の じ ま

島　暉
てるみち

通氏

石
いしばし

𣘺　　宏
ひろし

　氏

　

人
権
擁
護
委
員
に
、
石
𣘺
宏
氏
（
蓮

沼
地
区
）
が
７
月
１
日
付
け
で
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
山
武
市
で
は
９
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
方
々
に

人
権
へ
の
関
心
を
高
め
る
啓
発
活
動

や
、
人
権
相
談
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

障
害
が
あ
る
人
に
対
す
る
不
当
な
扱

い
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
学
校
で
の
い

じ
め
、
女
性
や
外
国
人
に
対
す
る
差
別

な
ど
の
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
人
権
相
談
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

日
程
は
、
暮
ら
し
の
情
報
24
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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【お出かけするとき】
①電話で予約する

【お帰りのとき】

②予約受付 ③ご自宅へお迎え ④目的地へ到着

乗合タクシー乗合タクシー 乗合タクシー乗合タクシー

①電話で予約する ②予約受付 ③○○病院へお迎え ④自宅へ到着

乗合タクシー乗合タクシー 乗合タクシー乗合タクシー

8時30分
12

39

6
9時30分

12
39

6
10時

12
39

6

今日の10時までに自宅から○○
病院へ行きたいので予約をお願
いします。

自宅自宅

ご自宅から○○病院ですね。
予約を受け付けました。
9時30分に自宅前でお待ちくださ
い。

オペレーター
自宅 ○○病院

2時
12

39

6
3時

12
39

6
3時30分

12
39

6

今日の3時に○○病院を出発して
自宅へ帰りたいので予約をお願い
します。

○○病院

○○病院からご自宅ですね。
予約を受け付けました。
3時に○○病院前でお待ちくださ
い。

オペレーター 自宅○○病院

山武市乗合タクシーの運行がスタートします！山武市乗合タクシーの運行がスタートします！
蓮沼・松尾地域、成東地域を対象に10月から

広報７月号でお知らせしたとおり、10月から「山武市乗合タクシー」の第 1期実証実験運行が始まります。
今回は、乗合タクシーの事前登録や利用方法についてお知らせします。

※予約が混み合っているときは、利用希望時刻に予約できない場合があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画政策課企画係　☎（80）1131

7

乗合タクシーとは？
　利用登録した方からの電話予約を受け、自宅等から目的地まで乗り合いで利用する公共交通機関です。
第 1期実証実験（H22.10 月～ H23.3 月）の運行内容
運行区域：蓮沼・松尾地域内、成東地域内（山武地域は引き続き山武市巡回バスを運行します。）
　　　　　※�山武市役所、さんむ医療センター、松尾 IT 保健福祉センターの 3 施設に限り、地域外からも

利用可能です。
運行日時：土日祝日を含む毎日（12/29 〜1/3を除く）平日 8:00 ～ 18:00、土日祝日 9:00 ～ 18:00
　　　　　※原則として目的地への到着時間は平日8:30～18:00、土日祝日9:30～18:00までとなります。
運　　賃：�大人（中学生以上）300 円、小人（中学生未満）150 円、小学生未満および身体障害者手帳、療

育手帳又は精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方は無料
電話予約受付時間：平日8:00～18:00、土日祝日9:00～18:00（利用希望時刻の１時間前までの予約ができます。）
※上記の運行内容は、今後変更となる場合があります。
利用するための事前登録（登録料無料）

※公共交通の実証実験運行に関する説明会（8 月 7、8、21 日）の会場でも登録を受け付けますので、多
くの方のご参加をお待ちしております。開催時間、場所については広報 7 月号をご覧ください。
乗合タクシーの利用方法　　※予約受付の電話番号は決まり次第お知らせします。

問

①登録用紙に必要事項を記入
　（用紙は市役所又は出張所にて配布）

②登録用紙を市役所
　又は出張所へ提出

③登録完了
　（登録証交付）
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行政からの

お らせ知
information

児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が

育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）

の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
支
援
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

受
給
資
格
者

　

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
18
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
（
一

定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
の
誕
生

月
）
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父

親
ま
た
は
母
親
、
あ
る
い
は
父
や
母
に

代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
で
す
。

　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
外
国
籍
の

方
は
外
国
人
登
録
を
し
、
一
定
の
在
留

資
格
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③�

父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
に
あ
る

児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明
の
児
童

⑤�

父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥�

父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
未
婚
の
父
ま
た
は
母
の
児
童

⑧�
生
ま
れ
た
と
き
の
事
情
が
不
明
で
あ

る
児
童

　

こ
れ
ら
の
条
件
に
該
当
し
て
も
、
国

内
に
住
所
が
な
か
っ
た
り
、
公
的
年
金

な
ど
を
受
給
し
て
い
る
、
又
は
受
給
で

き
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

申　

請

　

次
の
書
類
を
添
え
て
認
定
請
求
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

１�

請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

（
外
国
人
の
方
は
、
在
留
資
格
の
明

記
さ
れ
た
登
録
済
証
明
書
、
受
給
資

格
に
係
る
事
実
を
明
ら
か
に
で
き
る

書
類
（
要
邦
訳
）
を
添
付
）

２�

請
求
者
と
対
象
児
童
が
含
ま
れ
る
世

帯
全
員
の
住
民
票
謄
本

３
そ
の
ほ
か
必
要
書
類

※
印
鑑
（
自
動
印
不
可
）
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。　

所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

受
給
者
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の

前
年
の
所
得
に
よ
り
、

　

①
全
額
支
給
の
方
、
②
一
部
支
給
の

方
、
③
全
額
支
給
停
止
の
方
に
分
か
れ

ま
す
。

※
平
成
22
年
８
月
〜
11
月
分
の
手
当
の

支
給
は
、
12
月
と
な
り
ま
す
。

※
事
実
婚
が
あ
る
場
合
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
事
実
婚
と
は
児
童
扶
養

手
当
法
上
の
独
特
の
概
念
で
、
社
会
通

念
上
、
当
事
者
間
に
夫
婦
と
し
て
共
同

生
活
と
認
め
ら
れ
る
事
実
関
係
（
ひ
ん

ぱ
ん
な
定
期
的
訪
問
・
定
期
的
な
生
活

費
の
補
助
な
ど
。
同
居
の
有
無
は
問
わ

な
い
）が
存
在
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

法
律
上
の
婚
姻
が
な
い
場
合
で
も
こ
れ

に
該
当
す
る
と
き
は
、
手
当
を
返
還
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
さ

れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
８
月
分
か

ら
の
手
当
を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
提
出
し
な
い
で
２
年
を
経

過
す
る
と
手
当
を
受
け
る
資
格
が
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間　

８
月
２
日
㈪
～
31
日
㈫

※
５
年
（
７
年
）
経
過
者
の
方
に
つ
い

て
は
「
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止

適
用
除
外
事
由
届
出
書
」
の
提
出
も
併

せ
て
お
願
い
し
ま
す
。（
該
当
者
に
は

現
況
届
と
併
せ
て
書
類
を
送
付
し
て
あ

り
ま
す
。）

　

・
提
出
先

子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
係
（
松
尾
Ｉ

Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
６
６

８
月
１
日
か
ら
、父
子
家
庭
に
も
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

今
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
父

子
家
庭
に
も
児
童
扶
養
手
当
て
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
申
請
（
認
定
請
求
）
が
必
要
で
す
。
お

早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。（
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
に
な
り

ま
す
。）

問
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ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
事
業

長
寿
を
お
祝
い
し
て
記
念
品
を
贈
呈

　

18
歳
の
年
度
末
ま
で
の
児
童
を
扶
養

す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
お
よ
び

そ
の
児
童
が
保
険
医
療
給
付
を
受
け
た

場
合
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
所

得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。）
受
給

資
格
を
確
認
す
る
た
め
、
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
等
助
成
資
格
申
請
書
を
児

童
扶
養
手
当
現
況
届
と
同
期
日
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
申
請
書
提
出
時
に
必
要
な
書
類

ア　

保
険
証
（
母
、父
及
び
そ
の
児
童
）

イ　

戸
籍
謄
本

ウ　

世
帯
全
員
の
住
民
票
謄
本

エ　

受
給
資
格
を
証
す
る
書
類

オ　

養
育
費
に
関
す
る
申
告
書

＊
児
童
扶
養
手
当
証
書
を
お
持
ち
の
方

は
、
窓
口
に
提
出
し
て
下
さ
い
。（
イ

～
オ
の
書
類
は
、
省
略
で
き
ま
す
。）

＊
印
鑑
（
自
動
印
不
可
）
を
必
ず
持
参

し
て
下
さ
い
。

　

・
提
出
先

子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
係
（
松
尾
Ｉ

Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
６
６

　

　

今
月
は
所
得
状
況
届
・
現
況
届
の
提

出
日
で
す
。

　

各
手
当
を
現
在
受
け
て
い
る
方
は
、

届
を
８
月
11
日
㈬
か
ら
９
月
10
日
㈮
の

間
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
届
出
書
の
用
紙
は
直
接
送
付
し
ま

す
。）
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
８

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
２
年
以
上
届
出
が
な
い
と
、

時
効
に
よ
り
支
払
い
を
受
け
る
権
利
が

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
障
害
の
あ

る
児
童
（
20
歳
未
満
）
の
福
祉
の
増
進

を
図
り
、
そ
の
生
活
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
児
童
の
父
母
ま
た
は

養
育
者
に
対
し
て
支
給
す
る
手
当
で

す
。
※
所
得
制
限
あ
り

支
給
月
額　

１
級　

５
０
，７
５
０
円

　
　
　
　
　

２
級　

３
３
，８
０
０
円

　
特
別
障
害
者
等
手
当

【
特
別
障
害
者
手
当
】

　

著
し
く
重
度
の
障
害
が
重
複
す
る
な

ど
の
状
態
に
あ
る
た
め
日
常
生
活
に
お

い
て
常
に
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
以
上
の
在
宅
の
方（
障
害
者
本
人
）

に
支
給
す
る
手
当
で
す
。
※
所
得
制
限

あ
り

支
給
月
額　

２
６
，
４
４
０
円　

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

　

著
し
く
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

た
め
日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
特
別
な

介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
下
の
在
宅

の
方
（
障
害
者
本
人
）
に
支
給
す
る
手

当
で
す
。
※
所
得
制
限
あ
り

支
給
月
額　

１
４
，
３
８
０
円　

【
在
宅
重
度
知
的
障
害
者
及
び
ね
た
き

り
身
体
障
害
者
福
祉
手
当
】

　

療
育
手
帳
の
程
度
が
Ａ
以
上
で
20
歳

以
上
の
在
宅
の
方
ま
た
は
そ
の
介
護

者
、
自
宅
に
お
い
て
６
か
月
以
上
寝
た

き
り
状
態
の
身
体
障
害
者
で
20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方
ま
た
は
そ
の
介
護
者
に

支
給
す
る
手
当
で
す
。

※
特
別
障
害
者
手
当
と
の
併
給
は
で
き

ま
せ
ん
。
所
得
制
限
な
し

支
給
月
額　

８
，
６
５
０
円　

　
　

社
会
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
６
４

　

敬
老
の
日
に
あ
た
り
、
節
目
の
年
齢

に
達
し
た
人
（
表
参
照
）
や
結
婚
50
周

年
を
迎
え
る
ご
夫
婦
に
、
長
寿
を
お
祝

い
し
て
祝
金
や
祝
い
の
品
を
お
届
け
し

ま
す
。

　

な
お
、
結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
ご
夫

婦
の
お
祝
い
に
つ
い
て
は
、
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
人
は
８

月
24
日
㈫
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

（
本
籍
地
が
山
武
市
に
な
い
人
は
戸
籍

謄
本
の
添
付
を
お
願
い
し
ま
す
）

問

『
特
別
児
童
扶
養
手
当
』

『
特
別
障
害
者
等
手
当
』

問

問 ※
平
成
22
年
９
月
１
日
現
在
で
３
か
月

以
上
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
お
祝
い
も
受
取
り
の
際
に

印
鑑
が
必
要
で
す
。

　
　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係　

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
９
０

対象者 祝金・祝品 祝金・祝品 申請の要否

満99歳
（明治43年9月2日～
　明治44年9月1日生）

祝金
50,000円

9月から

各戸配布
不要

満88歳
（大正10年9月2日
～大正11年9月1日生）

買物券
10,000円

9月から発送 不要

満77歳
（昭和7年9月2日
～昭和8年9月1日生）

買物券
 5,000円

9月から発送 不要

結婚50周年
（昭和34年9月2日から
昭和35年9月1日にご
結婚された方）

祝金
 5,000円

9月から

各戸配布
要
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年
会
費
７
０
０
円
！
会
員
募
集

　

交
通
災
害
共
済
は
、
利
益
を
目
的
と

し
な
い
住
民
相
互
の
共
済
制
度
で
、
公

共
団
体
が
運
営
し
て
い
る
安
心
、
有
利

な
制
度
で
す
。　
　
　
　

　

年
間
７
０
０
円
の
掛
金
で
、
交
通
事

故
に
あ
っ
た
場
合
、
２
万
円
か
ら
最
高

１
５
０
万
円
の
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
。

　

８
月
は
一
斉
加
入
推
進
月
間
で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

加
入
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み

　

現
在
加
入
し
て
い
る
交
通
災
害
の
共

済
期
間
は
、22
年
８
月
31
日
ま
で
で
す
。

22
年
度
の
加
入
申
込
み
は
、
８
月
10
日

㈫
か
ら
受
付
け
ま
す
。

　

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
区
長
・

自
治
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
配
り
し
て

い
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

会
費
を
添
え
て
、
８
月
31
日
㈫
ま
で
に

市
民
課
、
ま
た
は
各
出
張
所
へ
直
接
申

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は

市
民
課
、
各
出
張
所
窓
口
に
も
あ
り
ま

す
。）

◆
休
日
受
付
を
行
い
ま
す

　

日　

時　

８
月
29
日
㈰　

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

場　

所　

�

山
武
市
役
所
市
民
課
市
民

生
活
係
窓
口

◆
集
団
会
員
加
入
申
し
込
み

　

市
内
幼
稚
園
、
保
育
所
（
園
）、
小
・

中
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
場
合
は
、「
集

団
加
入
」
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

８
月
は
、
９
月
１
日
現
在
の
在
籍
者

を
対
象
と
し
た
新
規
集
団
会
員
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
６
月
期
に
加
入
が
で
き

な
か
っ
た
方
は
、
学
校
な
ど
を
通
じ
て

早
め
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
実
施
し
て
い
な
い
学
校
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。）

◆
見
舞
金
の
対
象
と
な
る
事
故

　

自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
に
よ
る

人
身
事
故
で
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
か
ら
交
通
事
故
証
明
書
が
発
行
さ

れ
た
事
故

※
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
直
ち
に

警
察
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出

を
し
て
い
な
い
と
、
事
故
証
明
書
が
発

行
さ
れ
ま
せ
ん
。
交
通
事
故
証
明
書
が

得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
見

舞
金
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課
市
民
生
活
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
２
７
１

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

交
通
災
害
共
済

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談

　

千
葉
年
金
事
務
所
で
は
、
予
約
制
に

申 込 日 共 済 期 間 会 費（1人）

22年8月31日

まで

22年9月1日～

23年8月31日
700円

22年9月1日

以降

加入申込日翌日～

23年8月31日
加入月により

700円～100円

共済期間と年会費

死亡見舞金 150 万円

傷害見舞金
入院・通院実日数により
2 万円～ 50 万円

身障見舞金
（１級または２級）

傷害見舞金のほか
50 万円

交通遺児見舞金 遺児 1 人につき 10 万円

見舞金の額

問

よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
予
約
申
込
方
法

　

相
談
希
望
日
１
か
月
前
か
ら
電
話
ま

た
は
年
金
相
談
窓
口
で
受
付
し
ま
す
。

受
付
の
際
は
、
相
談
者
お
よ
び
配
偶
者

氏
名
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、

相
談
内
容
な
ど
に
つ
い
て
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
予
約
時
間
帯　

　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

　

休
日　

午
前
９
時
半
～
午
後
３
時
半

　
　
　
　
（
原
則
第
２
土
曜
日
）

（
い
ず
れ
も
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

※
予
約
状
況
に
よ
り
希
望
の
日
時
を
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

◆
持
参
す
る
も
の

　

年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
）、
年
金
証
書
、
振
込
通
知
書
な
ど

の
ほ
か
、
相
談
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
も
の
。

※
代
理
の
方
が
ご
相
談
さ
れ
る
場
合

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
ご
都
合
に
よ
り
来
所
で
き
な
い
場
合

は
、事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
予
約
申
込
番
号

☎
０
４
３
（
２
４
２
）
６
３
２
４

電
話
の
受
付
時
間
は
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時
（
土
日
祝
日
、
12
／
29
～
１
／

３
を
除
く
）
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　国民健康保険加入者で次に該当する方は、市の発行する認定証を医療機関の窓口に提示することにより、
医療費などの軽減措置が受けられます。

国民健康保険の限度額適用・減額認定の申請

① 70歳未満の国民健康保険加入者で国民健康保険税の未納のない方
　入院時の医療費の支払いが自己負担限度額までとなります。ただし、自己負担限度額は所得区分により
異なります。

②世帯の国民健康保険加入者全員（国民健康保険に加入していない世帯主も含む）が住民税非課税の方
　入院時の食事代を所得区分が一般の場合と比較して減額できます。また、70 歳以上の方については入院
時の医療費の自己負担限度額が低くなります。

区　　　分
高額療養費の自己負担限度額

３回目まで 過去1年以内に4回以上の場合

一　般　世　帯 80,100円＋医療費が267,000円を超
えた場合は、その超えた額の１% 44,400円

上位所得世帯
（基礎控除後の総所得金額が 600
万円を超える世帯もしくは住民
税の未申告者がいる世帯）

150,000円＋医療費が 500,000円を
超えた場合は、その超えた額の１% 83,400円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

《70歳未満の方の自己負担限度額（月額）》

《入院時の食事代の標準負担額》

所得区分 入院時の食事代（１食あたり）

一般の方 260 円

70 歳未満の住民
税非課税世帯の
方および 70 歳以
上の低所得Ⅱの方

90 日までの入院（過去
12 か月の入院日数） 210 円

90 日を超える入院（過
去 12 か月の入院日数） 160 円

70 歳以上の
低所得Ⅰの方

100 円

《70歳以上の方の自己負担限度額（月額）》

所得区分 入院時の自己負担限度額

一般の方 44,400 円

低所得Ⅱの方 24,600 円

低所得Ⅰの方 15,000 円

◎低所得Ⅰ…各所得が必要経費・控除（年金の所

得控除額を80万円として計算）を差し引いたと

きに０円となる世帯の方（70歳以上の方のみ）

◎低所得Ⅱ…低所得Ⅰ以外の世帯の方

　なお、すでに交付されている認定証は、有効期限が平成 22 年 7 月 31 日までとなっています。引き続き
認定を受ける場合は、再度申請が必要となります。
◆手続きに必要なもの
　・保険証　・印かん
　※ 1 月 2 日以降に転入された方は「所得証明書（非課税証明書）」をお持ちください。
◆申請先　市役所市民課国民健康保険係又は各出張所

　　市民課国民健康保険係　☎（80）1143問
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行政からの

お らせ知
information

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

◆�

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
自
己

負
担

　

医
療
費
の
自
己
負
担
額
は
、
保
険
証

に
記
載
さ
れ
て
い
る
割
合
（
１
割
ま
た

は
３
割
）
に
応
じ
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
負
担
割
合
は
毎
年
８
月
に
前
年
の
所

得
に
応
じ
て
判
定
さ
れ
ま
す
。（
別
表

参
照
）

◆
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合

　

１
か
月
（
同
じ
月
内
）
の
医
療
費
の

自
己
負
担
額
が
、
別
表
の
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
額

を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

新
規
に
支
給
対
象
と
な
っ
た
方
に
は
申

請
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代

　

別
表
の
所
得
区
分
「
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
」

に
該
当
す
る
方
は
、
入
院
の
際
に
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
食
事

代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
方
は

必
ず
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。（
提
示

が
な
い
場
合
は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。）

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

 

・
被
保
険
者
の
印
鑑
（
認
印
）

 

・�

届
出
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

◆
申
請
先

　

市
役
所
市
民
課
高
齢
者
医
療
年
金
係

ま
た
は
各
出
張
所

　
　

市
民
課
高
齢
者
医
療
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
４
２

問

所
得
区
分

判定基準

一
部
負
担
金
の
割
合

自己負担限度額
（月額）

入
院
時
の
一
食

あ
た
り
の
負
担
額

外来

（個人単位）

入院＋外来

（世帯単位）

現役並

み所得

住民税課税所得が
145 万 円 以 上 の 被
保険者および同一
世帯の被保険者　
※被保険者の収入
によっては申請に
より一般と同じ負
担となる場合があ
り ま す。 詳 細 は お
問合せください。

３　

割
44,400円

80,100円

※注１
260円

一　般
現 役 並 み 所 得、 低
所 得 Ⅱ、 低 所 得 Ⅰ
以外の方

１　

割

12,000円 44,400円 260円

低所得

Ⅱ

世帯の全員が住民
税 非 課 税 の 方（ 低
所得Ⅰ以外の方）

8,000円 24,600円

210円

低所得Ⅱに該当す
る 方 の う ち、 過 去
12 ヶ 月 で 90 日 を
超 え る 入 院（ 別 途
申請が必要）

160円

低所得

Ⅰ

世帯の全員が住民
税 非 課 税 で、 そ の
世帯の各所得が必
要 経 費・ 控 除（ 年
金の所得は控除額
を 80 万円として計
算）を差し引いた
とき０円となる方

8,000円 15,000円 100円

※注１●�医療費が 267,000 円を超えた場合には、（医療費－267,000 円）
×１％を加算した額が限度額になります。

　　　●�過去 12 か月以内に４回以上、世帯単位による高額療養費の支
給があった場合、４回目以降の限度額は 44,400 円になります。

合
併
処
理
浄
化
槽
で
住
み
よ
い
街
を
!!

　

合
併
処
理
浄
化
槽
と
は
台
所
、
ト
イ

レ
、
洗
面
所
、
風
呂
場
な
ど
家
庭
か
ら

出
る
汚
れ
た
水
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で

き
れ
い
に
す
る
施
設
で
す
。
き
れ
い
に

さ
れ
た
水
は
、
家
の
周
り
の
排
水
路
や

小
川
に
流
れ
こ
み
、
河
川
が
き
れ
い
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

浄
化
槽
に
は
、
ト
イ
レ
の
汚
れ
た
水

だ
け
を
き
れ
い
に
し
て
、
台
所
、
洗
面

所
、
風
呂
場
か
ら
の
汚
れ
た
水
は
排
水

路
や
河
川
に
そ
の
ま
ま
流
し
て
し
ま
う

「
単
独
処
理
浄
化
槽
」
と
い
う
も
の
も

あ
り
ま
す
。（
現
在
は
新
し
く
単
独
処

理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。）
台
所
、
洗
面
所
、
風
呂
場
か

ら
の
汚
れ
た
水
は
、
ト
イ
レ
か
ら
の
汚

れ
た
水
よ
り
も
汚
れ
て
い
ま
す
。
く
み

と
り
式
ト
イ
レ
の
家
も
単
独
処
理
浄
化

槽
の
あ
る
家
も
、こ
れ
か
ら
は
早
く「
合

併
処
理
浄
化
槽
」
を
つ
け
て
、
適
正
な

管
理
の
も
と

家
庭
か
ら
出

る
汚
れ
た
水

を
き
れ
い
に

し
て
川
に
流

す
こ
と
が
大

事
で
す
。

　

単
独
浄
化

槽
又
は
く
み

取
り
便
槽
か
ら
転
換
す
る
個
人
に
は
補

助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

補
助
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な

お
、
補
助
金
の
申
請
は
、
合
併
浄
化
槽

を
設
置
す
る
前
で
す
。

＊
放
流
先
の
な
い
場
合
の
処
理
装
置
を

設
置
す
る
場
合
に
上
乗
せ
補
助
が
あ
り

ま
す
。

（
単
独
浄
化
槽
又
は
く
み
取
り
便
槽
か

ら
転
換
す
る
場
合
で
、
合
併
浄
化
槽
と

同
時
に
処
理
装
置
を
設
置
す
る
者
に
限

り
ま
す
。）

補
助
額　

２
０
０
，
０
０
０
円

※
農
業
集
落
排
水
地
域
は
合
併
浄
化
槽

補
助
金
の
対
象
外
で
す
。

　
　

環
境
保
全
課
生
活
環
境
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
６
１

５１２，０００円

５９４，０００円

７２８，０００円

４３２，０００円

５１４，０００円

６４８，０００円

単独浄化槽から転換

５人槽

７人槽

10人槽

合併浄化槽の
区分

くみ取り便槽から転換

問
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市
で
は
、
防
犯
意
識
を
高
め
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
青
色

回
転
灯
を
搭
載
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

で
市
内
を
巡
回
す
る
「
山
武
市
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
」の
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容

①
市
内
パ
ト
ロ
ー
ル

実
施
回
数　

月
に
１
回
以
上

時�　

間　

午
前
９
時
～
午
後
10
時
の
う

ち
、
１
回
あ
た
り
２
時
間
程
度

巡�　

回　

２
名
以
上
（
お
１
人
で
申
し

込
み
の
場
合
は
、
同
じ
地
域
内
の
方

と
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
）

※
パ
ト
ロ
ー
ル
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ご

相
談
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

②
講
習
会
お
よ
び
意
見
交
換
会

講�

習
会　

パ
ト
ロ
ー
ル
に
必
要
な
講
習

会
を
年
１
回
程
度
開
催
し
ま
す
。
な

お
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
に
は
、
受
講

者
が
１
人
以
上
乗
車
し
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

意�

見
交
換
会　

年
１
回
程
度
開
催
し
ま

す
。

応
募
資
格

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

①�

上
記
の
活
動
内
容
を
無
報
酬
で
行
っ

て
い
た
だ
け
る
方

②
月
に
１
回
以
上
参
加
で
き
る
方

③
満
20
歳
以
上
の
方

④�

普
通
自
動
車
免
許
を
所
持
し
て
い
る
方

　

た
だ
し
、
普
通
自
動
車
免
許
を
所
持

さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
普
通
自
動
車
免

許
所
持
者
で
あ
る
方
と
ペ
ア
で
入
隊
か

つ
活
動
い
た
だ
け
る
方
は
可
能
で
す
。

　
　
　
　

市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
２
７
１

　

乳
幼
児
健
診
等
の
母
子
保
健
業
務
に

関
わ
る
保
健
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
65
歳
以
下
の
方
）
詳
し
く
は
母
子
保

健
係
ま
で

　
　
　
　

健
康
支
援
課
母
子
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
８
４

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防

の
知
識
や
健
康
に
過
ご
す
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日　

時　

平
成
22
年
10
月
14
日
㈭

　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
～
11
時
半

　
　
　
　

平
成
22
年
11
月
２
日
㈫

　
　
　
　
　

正
午
～
午
後
３
時

　
　
　
　

平
成
22
年
11
月
25
日
㈭　

　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
～
11
時
半

　
　
　
　

平
成
22
年
12
月
16
日
㈭　

　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
～
11
時
半

　
　
　
　

平
成
23
年
１
月
20
日
㈭　

　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
～
11
時
半

場　

所

　

松
尾
Ｉ
Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対�

象
者　

 

・
40
歳
～
64
歳
ま
で
の
市
民
の
方
で
、 

　

医
師
よ
り
運
動
制
限
を
受
け
て
い
な

　

い
方

 

・
全
教
室
に
参
加
で
き
る
方

内　

容

 

・�

美
し
く
効
果
的
な
歩
き
方
、
ス
ト

レ
ッ
チ
や
簡
単
な
ヨ
ガ

 

・�

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
弁
当
の
試
食

（
弁
当
の
実
費
は
自
己
負
担
し
て
い

た
だ
き
ま
す
）

 

・
生
活
習
慣
の
見
直
し

　
　
　
　

健
康
支
援
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
３
８

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
隊
員
募
集

臨
時
職
員
保
健
師
募
集

申  

・  

問

申  

・  

問

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

申  

・  

問

　

市
で
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら

ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

管
理
運
営
を
し
て
い
た
だ
く
社
会
福
祉

法
人
を
募
集
し
ま
す
。

指�

定
期
間　

平
成
23
年
４
月
１
日
～
平

成
26
年
３
月
31
日

申�

請
資
格　

山
武
郡
市
内
に
事
業
所
が

あ
る
社
会
福
祉
法
人

募�

集
要
項
配
布
期
間　

８
月
23
日
㈪
～

９
月
30
日
㈭

申�

請
受
付
期
間　

９
月
16
日
㈭
～
９
月

30
日
㈭

※
募
集
要
項
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
松
尾
Ｉ
Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
９
０

問

ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
募
集
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行政からの

お らせ知
information

　

地
域
の
課
題
を
解
決
し
た
い
と
い
う

想
い
を
事
業
に
し
た
提
案
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
市
民
活
動
団

体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
含
む
）
や
地
域
が
提
案

し
た
、
自
主
的
、
主
体
的
な
公
益
事
業

や
協
働
事
業
で
、
市
民
の
視
点
を
通
し

て
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
と

認
め
ら
れ
た
団
体
に
対
し
、
事
業
に
係

る
経
費
の
一
部
ま
た
は
、
全
部
を
補
助

金
と
し
て
交
付
す
る
制
度
で
す
。

①
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
（
限

度
額
30
万
円
。
新
規
団
体
も
応
募
可
。）

　

説
明
会　

８
月
22
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
２
時
半
〜　
　

②
市
民
提
案
型
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
（
限
度
額
50
万
円
。
連
携
と
交

流
を
進
め
る
事
業
が
対
象
。
新
規
団
体

応
募
不
可
。）

　

説
明
会　

８
月
22
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
５
時
〜　

＊�

説
明
会
会
場
は
①
②
と
も
「
市
民
交

流
サ
ロ
ン
（
成
東
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
）」

＊
応
募
期
間
は
８
月
10
日
〜
９
月
15
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ラ
ム
③

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

っ
て
ど
ん
な
人
が
関
わ
っ
て

い
る
の
？

＊�

平
成
23
年
度
実
施
分
と
は
、
平
成
23

年
４
月
１
日
～
平
成
24
年
２
月
末
ま

で
を
い
い
ま
す
。

＊�

事
業
の
概
要
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
市

民
自
治
支
援
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

市
民
自
治
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
０
１
５
１

　

11
月
23
日
（
火
・
祝
）、
成
東
文
化

会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
で
開
催
予
定
の
市

民
活
動
フ
ェ
ス
タ
の
企
画
・
運
営
委
員

お
よ
び
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
市

民
活
動
が
元
気
に
な
る
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

市
民
自
治
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
０
１
５
１

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
最

初
は
同
じ
志
を
持
っ
た
仲
間
の
集
ま

り
「
ク
ラ
ブ
」
か
ら
発
展
し
て
い
き
ま

す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
は
１
人
で
起
業

す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
地
域
の
共
同
体
が

起
業
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ビ
ジ
ネ
ス
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
貢
献

す
る
事
業
で
あ
れ
ば
組
織
の
形
態
を
問

い
ま
せ
ん
。
若
者
や
主
婦
、団
塊
世
代
、

高
齢
者
や
趣
味
の
仲
間
た
ち
、
様
々
な

人
た
ち
の
社
会
参
加
へ
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

ま
た
、
住
民
・
企
業
・
行
政
な
ど
と

連
携
し
て
行
う
こ
と
が
重
要
で
、
様
々

な
地
域
住
民
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
は

じ
め
て
成
立
す
る
事
業
で
す
。

　

起
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
①
後
援
者

（
寄
付
を
す
る
人
）、
②
仲
間
（
投
資
を

す
る
人
、
よ
り
積
極
的
に
経
営
に
参
加

す
る
人
）、
③
支
持
者
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
す
る
人
）、
④
銀
行
家
（
事

業
を
診
断
し
、融
資
や
補
助
金
を
斡
旋
、

サ
ポ
ー
ト
す
る
人
）
な
ど
、
多
く
の
協

力
者
が
活
動
を
支
え
て
い
き
ま
す
。
顔

の
見
え
る
関
係
の
中
で
た
く
さ
ん
の
協

力
者
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
参
考
文
献「
み
ん
な
が
主
役
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
細
内
信
孝
編
著

（
ぎ
ょ
う
せ
い
）、
講
座
資
料
】

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事

業
（
平
成
23
年
度
分
）
の
提

案
団
体
を
募
集
し
ま
す
！

申  

・  

問

申  

・  

問
さ
ん
ぶ
地
域
市
民
活
動

　
　
　
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

実
行
委
員
＆
参
加
団
体
募
集

★
東
金
商
工
会
議
所
主
催
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
市
民
起
業
塾
（
全

７
回
）」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

地
域
の
た
め
に
役
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス

起
業
、
地
元
農
産
物
を
利
用
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
を
考
え
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日�　

程　

９
／
４
、９
／
18
、

　

10
／
２
、
10
／
17
、
10
／
31
、

　

�

11
／
６
、
11
／
20 （
12
／
11
は

　

�

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会
）

　

午
後
１
時
～
５
時

会�　

場　

新
産
業
交
流
プ
ラ
ザ
Ｕ
Ｂ

Ｏ
Ｘ
（
東
金
市
東
金
１
１
８
７
─

１
）

受
講
料　

５
，
０
０
０
円

講�　

師　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

総
合
研
究
所　

細
内
信
孝
氏

　

�

中
小
企
業
診
断
士　

上
岡
美
弥
子

氏
、
加
藤
忠
宏
氏

　
　
　
　

東
金
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（52）
１
１
０
２

申  

・  

問
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◆
「
積
木
大
会
」
と
「
す
ま
い
づ
く
り
・

暮
ら
し
方
講
座
」

　

地
域
材
サ
ン
ブ
ス
ギ
の
家
の
暮
ら
し

を
学
び
ま
す
。

　

子
ど
も
達
は
７
，
０
０
０
個
の
積
木

で
自
由
に
遊
べ
ま
す
。

日　

時　

８
月
８
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　

場　

東
金
中
央
公
民
館

　
　

さ
ん
む
フ
ォ
レ
ス
ト　

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
７
５
１
０（
稗
田
）

◆
お
話
と
見
学
会
「
サ
ン
ブ
ス
ギ
の
未

来
型
伝
統
構
法
の
家
」

　

サ
ン
ブ
ス
ギ
の
魅
力
と
実
力
を
引
き

出
し
た
、
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
家
づ

く
り
を
紹
介
し
ま
す
。

日　

時　

８
月
22
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

会�　

場　

成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ

ザ
視
聴
覚
室
、
伝
統
工
法
の
家
屋

参
加
費　

２
０
０
円
（
資
料
代
）

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
月
の
木
国
際
協
会

　
　
　
　
　

☎ 

（55）
５
７
６
９
（
増
田
）

問

問

　

今
年
も
山
武
市
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

を
８
月
21
日
㈯
に
開
催
し
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
の
最
後
に
は
、
花
火
を
打
ち
上
げ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
周
辺
道
路
を
交
通
規

制
し
ま
す
。

　

ま
た
、
車
は
指
定
さ
れ
た
場
所
に
駐

車
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日�　

時　

８
月
21
日
㈯
午
後
３
時
か
ら

　

※
荒
天
時
は
中
止

場　

所　

蓮
沼
海
浜
公
園
展
望
塔
周
辺

内　

容　

ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

打
ち
上
げ
花
火
（
約
７
０
０
発
）

　　
　

商
工
観
光
課　
　

☎
（80）
１
２
０
２

問

サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
７
月
15
日
、
本
須

賀
海
岸
で
多
数
の
関
係
者
が
出
席
し
、

海
の
安
全
を
祈
願
す
る
神
事
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

海
の
安
全
を
祈
願

ECOひいき
ニュース

ECOひいき
ニュース

ECOひいき
ニュース

地域活性化プラットフォーム事業・山武郡市

▲九十九里に響く『初茜』の和太鼓



☎／市外局番の記載のないものは『0475』です
広報さんむ

2010.8月 16

　

ち
ょ
っ
と
し
た
育
児
・
家
事
の
合
間

で
楽
し
く
子
育
て
に
つ
い
て
学
ぼ
う
!!

　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
の
体
験
学
習

を
通
じ
て
、
親
と
し
て
の
役
割
や
子
ど

も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を

学
び
ま
す
。

　

初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
の
で
、
安

心
し
て
受
講
で
き
ま
す
。

《
親
業
訓
練
と
は
》

　

子
ど
も
の
心
を
理
解
し
、
話
の
通
じ

合
う
あ
た
た
か
い
親
子
関
係
を
き
ず
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
訓
練
で
す
。

日　

時

第
１
回
《
会
場
：
成
東
幼
稚
園
》

　

９
月
10
日
㈮
午
前
９
時
半
～
11
時
半

第�

２
回
《
会
場
：
な
ん
ご
う
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
旧
南
郷
幼
稚
園
）》

10
月
６
日
㈬
午
前
９
時
半
～
11
時
半

第
３
回
《
会
場
：
日
向
幼
稚
園
》

　

11
月
９
日
㈫
午
前
９
時
半
～
11
時
半

対　

象　

一
般

講�　

師　

内
田　

智
代　

先
生
（
親
業

訓
練
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

申
込
期
限　

各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

申�

込
方
法　

氏
名
、
住
所
、
性
別
、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
郵
便
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
─
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
（
件
名
は
「
親

業
講
座
○
○
会
場
」
と
し
て
く
だ
さ

い
）
ま
た
は
、
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
土
・
日
・
祝
日
は
受
付
を
行
い
ま
せ
ん
。

※
託
児
の
サ
ー
ビ
ス
（
先
着
順
）
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
各
開
催
日
の
１
週
間

前
（
土
日
祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　
　

☎
（80）
１
４
５
１　
　

（80）
１
４
０
０

　

shogaigakushu@
city.sam

m
u.lg.jp

　

市
民
文
集
「
文
芸 

さ
ん
む
」
第
２

号
の
応
募
締
切
日
は
、
８
月
31
日
㈫
で

す
。

　

締
切
日
以
降
の
提
出
は
、
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
原
稿
募
集
要
項
の
内
容

を
熟
読
の
上
、
指
定
の
作
品
投
稿
申
込

書
を
添
付
し
、
生
涯
学
習
課
ま
で
、
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
作
品
は
、
Ｂ
４
サ
イ
ズ

の
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
に
清
書
し
て

ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
投
稿
規
定
等
詳

細
に
つ
い
て
は
、
募
集
要
項
に
記
載
し

て
あ
り
ま
す
）

　
　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
４
５
１

日　

時　

８
月
８
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

　
　
　
　
（
雨
天
中
止
）

場�　

所　

成
東
・
東
金
食
虫
植
物
群
落

管
理
棟

観�

察
予
定
の
植
物　

ナ
ガ
バ
ノ
イ
シ
モ

チ
ソ
ウ
、
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
、
コ
モ
ウ

セ
ン
ゴ
ケ
な
ど

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

　

※
群
落
地
管
理
棟
前
集
合

参
加
費　

無　

料

主�　

催　

成
東
・
東
金
食
虫
植
物
群
落

を
守
る
会

　

�　

成
東
・
東
金
食
虫
植
物
群
落
管
理

棟　
　
　
　
　
　
　

☎
（82）
４
８
７
１

申  

・  

問

問

問

　

山
武
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

の
主
催
に
よ
る
、
第
５
回
青
少
年
つ
ど

い
大
会（
ソ
フ
ト
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
）

が
６
月
19
日
に
さ
ん
ぶ
の
森
中
央
体
育

館
、
山
武
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
市
内
の
小
学
校
３
・
４
年
生
の

チ
ー
ム
（
中
学
年
の
部
）
と
、
５
・
６

年
生
の
チ
ー
ム
（
高
学
年
の
部
）
合
わ

せ
て
40
チ
ー
ム
４
４
７
人
が
集
結
し
、

優
勝
目
指
し
て
白
熱
し
た
試
合
を
展
開

し
ま
し
た
。

中
学
年
の
部

優　

勝　

南
郷
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

準
優
勝　

ド
ッ
ジ
マ
ン
Ｇ
成
東

３　

位　

�

ノ
ー
ス
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

高
学
年
の
部

優　

勝　

北
っ
子
パ
ラ
ダ
イ
ス

準
優
勝　

ラ
ー
メ
ン
ズ
「
改
」

３　

位　

ピ
ー
チ
ク
パ
ー
チ
ク
ズ

◀ナガバノイシモチソウ

▲中学年の部優勝

『南郷ファイターズ』

行政からの

お らせ知
information

『
親
業
講
座
』
を
開
講

夏
の
観
察
会
開
催

市
民
文
集「
文
芸 

さ
ん
む
」

第
２
号
締
切
迫
る
!!

第
５
回
青
少
年
つ
ど
い
大
会

（
ソ
フ
ト
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
）
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６
月
１
日
付
け
で
、
松
下
浩
明
氏
、

安
井
史
洋
氏
、
大
久
保
建
雄
氏
お
よ
び

宮
本
政
宏
氏
が
、
自
衛
官
募
集
相
談
員

と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
方
に
は
、
志

願
者
に
関
す
る
情
報
提
供
や
地
域
で
の

広
報
活
動
な
ど
を
支
援
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

　

男
子　

年
間
を
通
じ
て
実
施

　

女
子　

８
月
１
日
～
９
月
10
日

◆
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　

８
月
１
日
～
９
月
10
日

◆
航
空
学
生

応�

募
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

満
の
者

受
付
期
間　

８
月
１
日
～
９
月
10
日

◆
看
護
学
生

応�

募
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
24
歳
未

満
の
者

受
付
期
間　

９
月
６
日
～
10
月
１
日

◆
防
衛
大
学
校
学
生

応�

募
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

満
の
者

受
付
期
間　

９
月
６
日
～
10
月
１
日

　
（
推
薦　

９
月
６
日
～
９
月
９
日
）

◆
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

応
募
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

満
の
者　
　

受
付
期
間　

９
月
６
日
～
10
月
１
日

　
　

自
衛
隊
成
田
地
域
事
務
所　

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
６

（22）
６
２
７
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.m

od.
go.jp/pco/chiba/

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
紹
介

成
東
駅
か
ら
臨
時
バ
ス
の
運
行

自
衛
隊
で
働
く
人
を
募
集
し
て
い
ま
す

問

問

平
和
を
愛
す
る
心
を
後
世
に
伝
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
爆
ア
オ
ギ
リ
二
世
の
植
樹

　

７
月
12
日
、
山
武
西
小
と
山
武
南

中
学
校
で
ア
オ
ギ
リ
の
植
樹
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ア
オ
ギ
リ
は
、
65
年
前

（
１
９
４
５
年
）
の
広
島
で
、
爆
心
地
か

ら
約
１
，
３
０
０
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
広
島
逓
信
局
（
現
：
日
本
郵
政
公
社

中
国
支
社
）
の
中
庭
で
被
爆
し
、
爆
心

地
側
の
幹
半
分
が
原
爆
の
熱
線
と
爆
風

に
よ
り
焼
け
て
え
ぐ
ら
れ
一
度
は
枯
れ

た
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
次
の
年
に
芽
を

出
し
、
当
時
絶
望
の
中
に
い
た
人
々
に

生
き
る
希
望
を
与
え
た
木
を
大
事
に
増

や
し
た
２
世
で
す
。

　

２
校
の
評
議
員
で
戦
争
の
語
り
部
で

も
あ
る
髙
橋
照
美
さ
ん
を
通
し
て
「
平

和
を
愛
す
る
心
」
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
広
島
市
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
武
南
中
で
は
、
生
徒
会
役
員
や
１

～
３
年
生
の
級
長
、
委
員
会
代
表
の
23

人
が
少
し
ず
つ
土
を
か
け
て
大
切
に
植

え
ま
し
た
。
生
徒
会
長
の
小
川
寛
人
さ

ん
は
「
こ
の
木
に
負
け
な
い
く
ら
い
力

強
く
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲アオギリ▲山武西小学校

▲山武南中学校

　

ち
ば
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
㈱
で
は
、
８
月

31
日
㈫
ま
で
、
次
の
と
お
り
成
東
駅
か

ら
本
須
賀
海
岸
経
由
蓮
沼
ウ
ォ
ー
タ
ー

ガ
ー
デ
ン
行
き
の
臨
時
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

停
留
所
は
、
成
東
車
庫
・
成
東
駅
・

成
東
海
岸
・
本
須
賀
海
岸
・
蓮
沼
ウ
ォ
ー

タ
ー
ガ
ー
デ
ン
・
蓮
沼
海
浜
公
園
で
す
。

　
　

ち
ば
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（82）
２
６
１
１

蓮沼ウォーター
ガーデン
発車時刻

成東駅
発車時刻

平日 休日 平日 休日

9:20 9:20 8:30 8:30

10:25 9:35

11:40 11:40 10:50 10:50

15:30 15:30 14:40 14:40

16:10 15:40 

17:20 17:20 16:30 16:30
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沖
縄
の
普
天
間
問
題
身
に
沁
み
て

　
悲
し
み
募
る
ひ
め
ゆ
り
の
塔
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山
　
美
恵

子
や
孫
と
亡
夫
の
間
の
年
齢
差

　
中
と
り
も
て
る
わ
が
役
済
み
し
よ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
こ
う

信
濃
路
の
バ
ス
よ
り
眺
む
る
景
色
に
て

　
信
濃
の
人
の
丹
精
を
偲
ば
ゆ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
　
邦
夫

大
き
目
の
制
服
ま
と
い
登
校
す
る

　
女
孫
の
ス
ニ
ー
カ
ー
弾
む
が
如
く（
中
学
入
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
内
　
栄
子

歌と

も友
編
み
し「
螺
旋
の
つ
ぼ
み
」届
き
た
る

　
あ
ら
た
な
歌か

い会
で
感
性
み
が
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
山
　
梅
子

ひ
と
り
で
も
撰
び
て
欲
し
と
願
い
つ
つ

　
歌
会
の
歌
を
ポ
ス
ト
に
落
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
直
子

山
武
短
歌
会
詠
草

◆
竹
も
の
が
た
り
教
室

■
納
涼
コ
ン
サ
ー
ト
〝
山
の
お
ん
ぶ
〟

内�　

容　
「
音
」
を
軸
に
、
人
と
人
が
繋

が
る
よ
う
な
新
し
い
〝
ま
つ
り
〟
を
提

案
し
ま
す
。

　

�

自
然
と
音
が
調
和
す
る
空
間
の
中
で
、

何
か
が
始
り
ま
す
!!

メ�

イ
ン
ス
テ
ー
ジ　

一
般
参
加
者
に
よ
る

演
奏
、
メ
イ
ン
企
画

森
の
ス
テ
ー
ジ　

森
の
中
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

ワ�

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
〝
音
〟に
関
わ
る
様
々

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
　

　

�

み
ん
な
で
、
さ
ん
ぶ
の
森
公
園
を
音
楽

公
園
に
変
え
よ
う
！

日　

時　

８
月
22
日
㈰

　
　
　
　

開
演　

午
後
１
時

場�　

所　

さ
ん
ぶ
の
森
公
園　

屋
外
ス

テ
ー
ジ
（
雨
天
時
：
さ
ん
ぶ
の
森
文
化

ホ
ー
ル
、
中
央
会
館
、
中
央
体
育
館
）

主　

催　

さ
ん
ぶ
の
森
文
化
ホ
ー
ル

企　

画  

山
の
お
ん
ぶ
実
行
委
員
会

　
　

さ
ん
ぶ
の
森
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
９
７
０
０

さ
ん
ぶ
の
森

　
　
　
文
化
ホ
ー
ル
催
物

問

公
民
館
か
ら
参
加
者
募
集

　

竹
と
触
れ
合
い
、
裂
い
た
竹
で
環
境
に

や
さ
し
い
昔
な
が
ら
の
籠
を
編
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

募
集
期
間　

８
月
１
日
㈰
～
11
日
㈬

　

※
２
日
、
９
日
の
休
館
日
を
除
く

日　

時　

９
月
29
日
㈬ 

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　

所　

松
尾
洗
心
館

材
料
費　

１
，
７
０
０
円　
　

定　

員　

12
人
（
先
着
順
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤

 

・
募
集
期
間
内
に
電
話
申
し
込
み

　
　
　
　

松
尾
洗
心
館　

　
　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（86）
３
０
９
０

　

タ
ン
ス
の
中
に
眠
っ
て
い
る
お
着
物
、

素
敵
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
期
間　

８
月
１
日
㈰
～
11
日
㈬

　

※
２
日
、
９
日
の
休
館
日
を
除
く

日�　

時　

９
月
か
ら
１
月
ま
で
の
毎
月
第

１
．
３
水
曜
日
（
全
10
回
） 

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

松
尾
洗
心
館　
　

定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤

 

・
募
集
期
間
内
に
電
話
申
し
込
み

　
　
　
　

松
尾
洗
心
館　

　
　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（86）
３
０
９
０

　

地
元
陶
芸
家
の
指
導
を
仰
ぎ
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
作
品
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

　

初
め
て
の
方
も
気
軽
に
体
験
で
き
ま

す
。

募
集
期
間　

８
月
１
日
㈰
～
31
日
㈫　

※
２ 

・
９
・
16
・
23
・
30
日
の
休
館
日
を

除
く

日　

時　

９
月
10
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半
頃
ま
で

場�　

所　

山
武
市
和
田
７
７
７　

千
葉
蘭

園
（
和
田
窯
）
☎

（82）
２
３
４
６

※
現
地
集
合
・
解
散

参
加
費　

２
，
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤

 

・
必
ず
本
人
が
直
接
公
民
館
窓
口
で
お
申

込
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

成
東
中
央
公
民
館　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（82）
３
６
４
１

◆
和
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

◆
陶
芸
教
室

申  

・  

問

申  

・  

問

申  

・  

問

行政からの

お らせ知
information
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図書館情報
お知らせ

図
書
館
情
報

図
書
館
情
報

２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
16
日
㈭

19
日
㈭
・
23
日
㈪
・
30
日
㈪

８月の
休館日

図
書
館
情
報

図
書
館
情
報

２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
16
日
㈪

19
日
㈭
・
23
日
㈪
・
30
日
㈪

８月の
休館日

【
図
書
館
ツ
ア
ー
】

日　

時　

８
月
19
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～

場　

所　

成
東
図
書
館

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

内�　

容　

図
書
館
内
の
見
学
の
ほ
か
、
本

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
の

調
べ
方
を
、ク
イ
ズ
形
式
で
行
い
ま
す
。

　

�　

夏
休
み
の
間
に
図
書
館
の
プ
ロ
に
な

ろ
う
！

※
こ
の
日
は
館
内
整
理
日
で
、
ツ
ア
ー
参

加
者
以
外
は
図
書
館
内
に
入
れ
ま
せ
ん
。

イベントインフォメーション

【松尾図書館】 ☎0479（80）8066

【おはなし会】
７日・14 日・21 日・28 日
各土曜日　午前 11 時～

【さんぶの森図書館】 ☎（80）9101

【おはなし会】
７日・11 日・21 日・28 日
各土曜日　午後２時～

【ビデオ上映会】
14 日㈯「にんぎょ姫」他（約 46 分）
28 日㈯「ブレーメンの音楽隊」他（約 46 分）
午後２時 45 分～

【成東図書館】 ☎（80）2299

【こだまおはなし会】
７・21 日
各日土曜日　午後２時半～

【０・１・２・３わらべうたの会】
（０～３歳のお子さんと保護者・要申込）
26 日㈭　午前 10 時半～

【のぎくげきじょう】
15 日㈰　午前 10 時～
【絵本をたのしむ会】
15 日㈰　午前 11 時～

◆
成
東
図
書
館

【新着案内】　 ※市内の図書館に 1,305 冊の新着本が入りました。一部をご紹介します。

　沖縄の離島にそびえ立つ高層ビル
が、完成を間近に暴徒化した島民に
占拠される。この建造物が、島の均
衡を崩してしまったのか ? テロリズ
ムの連鎖が加速するなか、人智を超
えた存在が人間たちの愚行を戒めて
ゆくが……。

■『ストレンジ・フェイス』
……青山真治＜朝日新聞出版社＞

　昔、小さなあおいくもがいた。く
もは幸せで満ち足りていて、雨を降
らせない。しかしあるとき、地上が
争いごとに満ちていることに気付い
て…。
　『すてきな三にんぐみ』（偕成社）
等で大人気の絵本作家、トミー・ウ
ンゲラーの最新作！

■『あおいくも』…トミー・ウンゲラー
（訳 / 今江祥智）＜ブロンズ新社＞

五
セ
ン
チ
の
檜
数
多
を
抜
き
と
り
て

　
佇
つ
栗
畑
風
柔
か
し
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕨
　
　
文
子

老
い
ま
さ
り
日
々
を
生
き
ゆ
く
我
な
れ
ど

　
揺
ら
ぐ
国
会
に
不
安
つ
の
ら
す
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麻
生
さ
ち
子

花
あ
ら
し
庭
一
面
に
散
り
頻
り
降
る

　
短
き
生
命
の
終
焉
美
し
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
谷
　
治
代

澄
み
に
け
る
水み

な

も面
に
夕
焼
赤
々
と

　
静
け
さ
さ
そ
ひ
包
ま
れ
て
行
く
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
初
子

母
の
手
と
手
を
か
ら
ま
せ
て
湯
の
中
に

　
小
さ
く
お
り
ぬ
老
い
た
る
も
の
よ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
畠
　
光
枝

朝
の
陽
に
真
っ
白
に
咲
く
四や
ま
ぼ
う
し

照
花
さ

　
庭
も
明
か
る
今
日
の
生
き
が
い
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
沢
　
静
枝

こ
の
町
の
海
へ
続
く
と
思
ほ
え
ば

　
夏
の
歓
声
耳
朶
に
湧
き
立
つ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
相
　
郁
子

病
む
嫁
御
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
の
鉢

　
息こ

に
持
た
せ
来
ぬ
母
の
日
な
り
き
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
治
子

【
成
東
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

　

夏
休
み
に
図
書
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対�　

象　

中
学
生
（
市
内
）
及
び
高
校
生

で
８
月
中
に
、
５
日
間
活
動
で
き
る
方

内�　

容　

本
の
貸
し
出
し
・
返
却
な
ど
図

書
館
業
務
全
般

申
込
期
限　

８
月
５
日
㈭
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お

知

ら

せ

結

果

発

表

参

加

者

募

集

■
市
民
体
育
祭
に
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

　

第
４
回
市
民
体
育
祭
を
、
10
月
10
日
㈰

に
松
尾
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
し

ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
11
日
（
月
・
祝
）

　

多
く
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
参
加
で
き
る

体
育
祭
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
９
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
（80）
１
４
６
１

■
市
民
テ
ニ
ス
（
硬
式
）
教
室

　

初
心
者
を
対
象
に
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

日�　

時　

９
月
４
日
㈯
～ 

９
月
25
日
㈯

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
（
全
４
回
）
午
後

７
時
半
～
９
時

場�　

所　

成
東
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

募
集
人
数　

20
人
（
初
級
者
）

資�　

格　

市
内
在
住
・
在
勤
の
高
校
生
以

上
参�

加
費　

２
，
０
０
０
円
（
全
４
回
分
・

初
回
時
徴
収
）

講�　

師　

日
本
テ
ニ
ス
協
会
公
認
指
導
員

（
篠
塚
・
鈴
木
）

申
込
期
限　

８
月
31
日
㈫

　
　
　
　

市
テ
ニ
ス
部
事
務
局
篠
塚
ま
で

☎
・　

（82）
２
３
５
５

■
第
９
回
山
武
市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

　

第
９
回
山
武
市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
成

東
総
合
運
動
公
園
ゆ
め
広
場
に
て
、
６
月

13
日
に
予
選
、
20
日
に
決
勝
が
行
わ
れ
ま

し
た
。　
　
　

　

今
回
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
真
っ
只

中
!!
今
大
会
で
も
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
決
勝

戦
用
公
式
球
で
行
い
、選
手
の
気
合
も「
が

ん
ば
れ
！
ニ
ッ
ポ
ン
!!
」
２
日
間
好
天
に

恵
ま
れ
、
南
ア
フ
リ
カ
だ
け
で
な
く
山
武

市
で
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

優　

勝　

Ｓ․

Ｅ․

Ｔ

　

準
優
勝　

吉
牧
Ｆ
Ｃ

　

第
三
位　

ジ
モ
テ
ィ
ー
ズ

　

敢
闘
賞　

山
武
イ
ー
グ
ル
ス

■
松
尾
Ｍ
Ｂ
Ｃ
県
ミ
ニ
バ
ス
大
会
準
優
勝

　

６
月
13
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、
千
葉

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
第
30
回
交
流
大
会
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
県
内
95

チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
内
か
ら
も
女
子
の
部
に
５
チ
ー
ム
が

参
加
し
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
松
尾
Ｍ
Ｂ
Ｃ
は
、

初
戦
か
ら
順
調
に
勝
ち
上
が
り
決
勝
戦
ま

で
コ
マ
を
進
め
ま
し
た
。決
勝
戦
は
、フ
ォ

ル
テ
ィ
（
成
田
市
）
と
の
対
戦
と
な
り
、

延
長
戦
ま
で
も
つ
れ
ま
し
た
が
38
対
42
で

敗
れ
、
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

■
剣
道
大
会

　

６
月
27
日
に
大
富
小
学
校
体
育
館
に
て

第
５
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

市
内
で
剣
道
に
打
ち
込
ん
で
い
る
小
学
生

約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

高
学
年
団
体
の
部　

優
勝

　

成
東
少
年
剣
友
会
東

低
学
年
団
体
の
部　

優
勝

　

ま
つ
お
少
年
剣
友
会
Ａ

１ 

・
２
年
生
の
部　
　

優
勝

　

加
瀬　

哲
也
（
蓮
沼
剣
友
会
）

３ 

・
４
年
男
子
の
部　

優
勝

　

坂
本　

晴
信
（
ま
つ
お
少
年
剣
友
会
）

　
　
　
　

女
子
の
部　

優
勝

　

北
田　

奈
子
（
ま
つ
お
少
年
剣
友
会
）

５ 

・
６
年
男
子
の
部　

優
勝

　

加
藤
岡
雅
弥
（
ま
つ
お
少
年
剣
友
会
）

　
　
　
　

女
子
の
部　

優
勝

　

椎
名　

佑
佳
（
ま
つ
お
少
年
剣
友
会
）

【
お
詫
び
】

　

広
報
７
月
号
21
頁
掲
載
の
市
春
季
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
優
勝
チ
ー
ム
写
真
が
、
以

前
の
大
会
の
も
の
と
差
し
替
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
お
詫
び
し
、
再
度

掲
載
し
ま
す
。

　

優　

勝　

美
杉
野
チ
ー
ム

問申  

・  

問
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地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

地
デ
ジ
化
す
ん
で
ま
す
か
！

　

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
：
デ
ジ
サ
ポ
）
で
は
、
民
間
の
集

合
住
宅
で
、
共
聴
施
設
が
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
対
応
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認

を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

集
合
住
宅
の
所
有
者
や
管
理
者
の
方
か

ら
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
が
、
集
合
住

宅
に
お
住
ま
い
の
方
で
地
デ
ジ
対
応
か
ど

う
か
ご
不
明
な
場
合
は
是
非
、
所
有
者
な

ど
に
ご
相
談
の
う
え
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で

す
。

対�

象
者　

民
間
集
合
住
宅
の
所
有
者
、
管

理
者
、
管
理
組
合
等

受
付
期
間　

平
成
22
年
８
月
31
日
㈫
ま
で

※
予
算
の
範
囲
内
で
実
施
す
る
た
め
、
予

算
の
上
限
に
達
し
た
時
点
で
申
請
受
付
を

終
了
し
ま
す
。

申�

込
方
法　

デ
ジ
サ
ポ
が
配
布
す
る
申
込

書
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

�　

〒
１
５
０
─
０
０
４
７　

東
京
都
渋

谷
区
神
山
町
16
─
２　

ｂ
ｉ
ｔ 

Ｃ
ｕ

ｂ
ｅ
ビ
ル
３
Ｆ

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
統

括
本
部
（
分
室
）

集
合
住
宅
地
デ
ジ
化
確
認
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
務
局
受
付
専
用

　
　
　
　

０
３
（
５
７
３
８
）
５
２
９
３

　
　

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
統
括
本
部　

集
合
住
宅
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
務
局　

　
　
　

☎
０
３
（
５
７
３
８
）
５
３
４
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.digisuppo.jp/chidigi_

cam
paign/

《
水
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！
》

　

千
葉
県
で
は
昨
年
中
、
水
の
事
故
で
42

人
の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
の
多
く
が
「
ち
ょ
っ
と
し
た
油

断
」
で
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
楽

し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

○�

遊
泳
禁
止
日
や
遊
泳
禁
止
場
所
で
は
泳

が
な
い
。

 

・�

急
に
深
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。

 

・�

潮
の
流
れ
が
速
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。

 

・
高
波
が
来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

・�

水
温
が
低
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。

○
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

 

・�

目
を
離
し
た
隙
に
子
ど
も
が
波
に
さ
ら

わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○�

疲
れ
て
い
る
時
や
飲
酒
し
た
と
き
に
は

泳
が
な
い
。

 

・�

平
衡
感
覚
が
鈍
っ
た
り
、
心
臓
に
負
担

が
か
か
っ
た
り
し
ま
す
。

○
自
分
の
技
術
を
過
信
し
な
い
。

 

・�

自
分
の
技
術
や
体
力
を
過
信
し
て
沖
合

に
出
て
し
ま
っ
た
ば
か
り
に
、
岸
に
戻

れ
な
く
な
っ
た
り
、
潮
に
流
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
そ
の
他

 

・�

雷
光
を
見
た
り
、
雷
鳴
を
聞
い
た
り
し

た
と
き
は
、
す
ぐ
に
海
か
ら
引
き
揚
げ

ま
し
ょ
う
。

 

・�

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
や
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
な
ど
で
遊
ぶ
時
は
、
遊
泳
区

域
内
に
乗
り
入
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
周
囲
の
安
全
を
十
分
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

ご
存
知
で
す
か
？
「
離
岸
流
」

　

岸
か
ら
沖
へ
流
れ
る
海
水
の
流

れ
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
海
岸
に

向
か
っ
て
強
い
風
が
吹
く
と
、
海

水
は
波
に
よ
っ
て
沖
か
ら
海
岸
へ

打
ち
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
す
る
と
、

海
水
は
岸
に
た
ま
っ
て
し
ま
い
、

ど
こ
か
で
沖
に
も
ど
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
通
り

道
が
離
岸
流
な
の
で
す
。
と
て
も

強
い
流
れ
の
た
め
、
一
旦
こ
の
流

れ
に
乗
っ
て
し
ま
う
と
逆
ら
っ
て

泳
ぐ
こ
と
が
困
難
で
す
。

　

必
ず
、
監
視
の
行
き
届
い
た
遊

泳
区
域
内
で
楽
し
く
泳
ぎ
ま
し
ょ

う
。

　

広
報
３
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
に
つ
い
て
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て
、
た
く
さ
ん
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

約
３
カ
月
間
で
、
45
ℓ
袋
10
袋
分
、
重

さ
に
し
て
86.8
㎏
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
引
き
渡

し
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
で
約
40
人
分
を
寄

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
継
続
し
て
回
収
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
回
収
に
関
し

て
の
留
意
事
項
〉

①�

金
属
の
キ
ャ
ッ
プ
や
プ
ル
タ
ブ
は
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

②�

飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
キ
ャ
ッ

プ
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。（
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
・
醤
油
・
洗
剤
な
ど
）

③�

シ
ー
ル
は
剥
が
し
て
く
だ
さ
い
。

④�

な
る
べ
く
洗
っ

て
か
ら
持
っ
て

き
て
く
だ
さ

い
。

回�

収
場
所　

市
役

所
１
階
ホ
ー
ル

受
付
脇
専
用

ボ
ッ
ク
ス

　　
　

山
武
市
職
員
組
合

　
　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（86）
６
７
８
９

集
合
住
宅
の
地
デ
ジ
対
応
状

況
の
確
認
を
デ
ジ
サ
ポ
が
無

料
で
実
施

ペ
ッ
ト
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　学生が日常の学習を通じ習得し
た特技や趣味を生かした作品を一
堂に展示します。
日時　８月 20 日㈮～ 23 日㈪
　　　午前 10 時～午後４時
場所　外房学園茂原校舎
　　　茂原市本小轡３１９－１
問合せ　外房学園
　　　　☎ 0475（25）8228

　　　　

◆企画展「ノスタルジックエア」
　１９５０～６０年代のエアライ
ンをご紹介します。
期間　８月１日㈰～10月31日㈰
場所　航空科学博物館
　　　2 階展示室
◆飛行機工作教室
　夏休みの思い出によく飛ぶ飛行
機を作って飛ばしてみましょう。
上手に飛ばすコツも説明します。
日時　８月 13 日㈮～ 15 日㈰
　　　午後１時～２時半
費用　入館料のみ
申�込方法　当日、開館（９時～）

と同時に受付にて、整理券を先
着 40 人に配布（対象は小学生
以上）
◆夜間開館
　成田空港の素晴らしい夜景を、
ぜひご覧ください。
日時　８月 13 日㈮～ 15 日㈰
　　　午後８時まで
問合せ　航空科学博物館
　　　　☎ 0479（78）0557

　手話初めての方を対象に手話教
室を開催します。手を使ってお話
してみませんか！
【夜の部】（全５回）
日時　８月 18 日、25 日
　９月１日、８日、15 日
　毎週水曜日　午後７時～８時半
場所　成東中央公民館第１会議室
【昼の部】（全５回）
日時　９月 17 日、24 日
　10 月１日、８日、15 日
　毎週金曜日 午前10時～11時半
場所　成東保健福祉センター
　　　３階情報資料室
対象　手話初心者
参加費　無料
締切　８月 10 日㈫
主催　山武聴覚障害者協会
協�力　ボランティアグループ「手

話＆手話ひまわり」「てことば
の会」
問合せ
　☎ 0479（86）5872（鈴木）
　☎ 090（7428）5006（安田）

　北原白秋のふるさと柳川であな
たの詩を朗読してみませんか。
応�募部門　小学生の部 / 中学生の

部 / 高校生・一般の部
形�式　自由詩（字数・内容等制限

なし。ただし未発表の自作作品
に限る。Ｂ４版４００字詰原稿
用紙を使用。）※版権は柳川市
教育委員会に帰属し、応募され
た作品は返却しません。
応募点数　１人２点まで
募�集期間　８月２日㈪～９月 10

日㈮必着
応�募先・問合せ　柳川市教育委員

会学校教育課教務係
　〒 832 ─ 8555　福岡県柳川市
　三橋町正行４３１番地
　☎ 0944（77）8863（直通）

　通信教育および実技・実習によ
り介護員２級資格を取得します。
期間　９月１日～２月 18 日
　　　（14 日間）
定員　40 人
締切　８月 18 日（必着）
会場　船橋フェイスビル（船橋市）
対�象　60 歳～ 65 歳で現在仕事

に就いていない人（応募者多数
の時は抽選）
参加費　無料
受�講条件　修了日以降に開催する

合同面接会に参加できること
申�込方法　往復はがきに、講習№

11/講習名「介護員養成(通信)」
/ 住所 / 氏名 / 年齢 / 電話番号
を明記して、期限までにお申し
込みください。
申�込み・問合せ　㈳千葉県シル

バー人材センター連合会
　〒 260 ─ 0013
　千葉市中央区中央３－９－１６
　☎ 043（227）5112

　ＮＰＯ法人国際ボランティア学
生協会主催で九十九里浜全長 66
㎞を３日間かけて行う清掃活動で
す。皆様のご協力とご参加をお願
いします。
日時　９月２日㈭～４日㈯
清掃場所　九十九里浜全域
参�加希望・問合せ　ＮＰＯ法人国

際ボランティア学生協会
　☎ 03（3418）1840
　E-mail:Kujukuri-2010@ivusa.com

お知らせ

募　集

お知らせ

募　集

航空科学博物館
    からのお知らせ
航空科学博物館
    からのお知らせ

お知らせ

募　集

お知らせ

募　集

航空科学博物館
    からのお知らせ
航空科学博物館
    からのお知らせ

千葉県生涯大学校外房学園
作品展示会

手話教室

白秋献詩募集

働きたい高齢者のための講習会
～介護員養成講習会～

第９回九十九里浜全域清掃
大作戦ボランティア募集！
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情 報 通 信

日時　８月７日㈯～８日㈰
　　　午前９時～午後４時
場所　さんぶの森中央会館ﾎｰﾙ
問合せ　佐藤貞治　☎（88）0147

　ご遺族の皆様には、誠に恐縮と
は存じますが、故人への思いの表
現として棺に納める副葬品が、い
ろいろな弊害をもたらしていま
す。
　つきましては、棺の中には下記
のようなものは入れないようご理
解とご協力をお願いします。
○�焼骨に付着したり火葬時間が長
くなるおそれがあるもの

　�ガラス製品 / 貴金属類 / 書籍 /
布団 / 食品類 / 杖 / 義手、義足
/ 硬貨 / ゴルフ用品 / 釣竿 / 陶
磁器等の不燃性の物
○�環境汚染及び火葬炉が損傷した
りするおそれがあるもの

　�ドライアイス / プラスチック製
品 / 化学繊維類 / スプレー缶 /
ビニール製品 / ライター / アル
コール類 / 電池

※ペースメーカーを装着している場
合は、必ず事前にご連絡ください。
問合せ　山武郡市広域行政組合
　広域斎場　☎（55）6360

　交通事故にあわれた方の相談に
専門の相談員が応じます。
電話相談　毎週月～金曜日
　�午前９時～正午 / 午後１時～５

時（祝日を除く）
弁護士相談（予約制・面談のみ）
　毎月第 1 ・２・３水曜日
　午後１時～４時
問合せ・相談先　千葉自動車保険
　請求相談センター
  ☎ 043(284)7955
　http://www.sonpo.or.jp

　９月９日の「救急の日」を含む
１週間（９月５日～１１日）は救
急医療週間です。救急医療及び救
急業務に対する正しい理解と認識
を深めるため、皆様の参加をお待
ちしています。
日時　９月５日㈰　午後１時～３時
場�所　東金サンピア　１階ステー

ジコート・中央公園前路上
　※雨天の場合、屋外の行事中止
問�合せ　山武郡市広域行政組合消

防本部警防課　☎（52）8752

～あなたの清き一票が
　　　　この地域の歴史を創る～
日時　９月 11 日
　　　午前10時～午後５時
　　　９月 12 日
　　　午前９時～午後６時
内�容　①エコチャリ８時間耐久

レース（放置自転車をリサイク
ルした「エコチャリ」に乗り、
九十九里有料道路をコースにし
たレース）②さんぶＢ級グルメ
選手権（屋台をめぐって投票し、
ご当地グルメを決めよう！）③
フリーマーケット　とことんリ
ユース！（不要品を再利用）
募�集　① 99 チーム（１チーム

10 人まで）② 20 ブース③
100 ブース　※応募は先着順
申込み・問合せ　㈳東金青年会議
所　☎ 080（3585）7022

　循環型社会の実現など生活環境
を保全するため自治体や住民は何
ができるかを考えるシンポジウム。
日時　９月４日㈯
　午後１時 15 分開演（入場無料）
場所　木更津市民会館ホール
主催・問合せ　千葉県弁護士会
　千葉市中央区中央４-13-12　
　☎ 043（227）8431
　http://www.chiba-ben.or.jp/

　葉と花の多様な変化や組み合わ
せを楽しむ「変化朝顔」。
　本館では、園芸文化の中の朝顔
等について、絵画・工芸品などの
展示も同時開催。ぜひ２つの会場
で、実際の花々と歴史資料の両方
をお楽しみください。
期間　８月３日㈫～ 29 日㈰
時間　午前９時半～午後４時半
※�開花の特性上、午前中の早い時

間が見ごろです。
場所　国立歴史民俗博物館
　　　くらしの植物苑
入苑料　高校生以上１００円
※�朝顔に関する歴史資料の展示は

第３展示室です。（要入館料）
問合せ　国立歴史民俗博物館
　☎ 043（486）0123
　http://www.rekihaku.ac.jp

　衣装や装身具などの資料を通じ
て「境界」を眺めます。
期間　９月 12 日㈰まで
時間　午前９時半～午後５時
場所　国立歴史民俗博物館
　　　企画展示室Ａ
休館日　毎週月曜日
　　　　※８月 16 日は開館
料�金　一般８３０円 / 高校 ･ 大学

生４５０円 / 小 ･ 中学生　無料
問合せ　ハローダイヤル
　☎ 03（5777）8600
　（午前８時～午後 10 時）

お知らせ

募　集

お知らせ

募　集

航空科学博物館
    からのお知らせ
航空科学博物館
    からのお知らせ

山武蘭友会
夏エビネ・山野草展示会

広域斎場から副葬品についての
お願い

交通事故の無料相談

アジアの境界を越えて

廃棄物問題を考えるシンポジウム

救急フェア山武２０１０

さんぶ№１グランプリ

くらしの植物苑特別企画
『伝統の朝顔』
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1日㈰
ところてん実演販売（200食）/豆腐コロッケ・ドー
ナツ販売/かき氷特別販売/和太鼓　初茜（公演：
11時/13時）/ヒップホップ　ワイズダンスクルー

（公演：11時半/13時半）

8日㈰
美土里りんご　歌謡ライブ（公演：11時/13時半）
/よさこいソーラン　マスカットベリーズ（公演：
11時半/14時）

13日㈮ 和太鼓　風（公演：11時・13時半）

14日㈯ 豆腐コロッケ・ドーナツ販売
筑波山ガマ口上（公演：11時/14時）

15日㈰ 焼き物・揚げ物販売
筑波山ガマ口上（公演：11時/14時）

21日㈯ まちの保健室（各種測定・健康相談無料）
14時～16時

22日㈰ もつ焼き販売

8月の休館日はありません。
☎（80）5020 ※天候により中止となるイベントがあります。

相談名 期日 時間 場所 問い合わせ先

人
権
行
政
相
談

人権相談のみ ３日㈫

13：30～16：30
(受付は16時まで)

山武福祉センター

市民課
市民生活係
☎( ８０) １２７１

人権行政相談 10日㈫ 山武市役所

人権相談のみ 17日㈫
農村環境改善センター

山武福祉センター

人権行政相談 24日㈫ 蓮沼出張所

消費生活相談

2日㈪
6日㈮

13日㈮
16日㈪
20日㈮
27日㈮
30日㈪

9：00～16：30 山武市役所
山武市
消費生活相談窓口
☎( ８２) ８４５３

心と身体の
相 談 室 デ ィ
サービス教室

『Ｗai(ﾜｲ）
　　Ｗai(ﾜｲ）』

3日㈫ 14：00～16：30 松尾ＩＴ
保健福祉センター 社会福祉課

障がい福祉係
☎０４７９
( ８０) ８３６４

10日㈫ ９：30～13：00

17日㈫ 14：00～16：30 山武出張所

24日㈫ 14：00～16：30 家庭訪問相談

心
配
ご
と
相
談

一般相談

3日㈫

13：30～16：30

山武福祉センター

山武市
社会福祉協議会
☎( ８２) ７１０２

10日㈫ 成東老人福祉センター

17日㈫ 農村環境改善センター
山武福祉センター

24日㈫ 蓮沼中央会館

弁護士相談
（要予約）

4日㈬

13：30～16：30

蓮沼中央会館

11日㈬ 山武福祉センター

18日㈬ 成東老人福祉センター

25日㈬ 農村環境改善センター

税理士による
無料相談

（要予約）

4日㈬
10：00～15：00 東金商工会館

県税理士会
東金支部
☎( ５０) ６３２２18日㈬

行政書士による
無料相談 19日㈭ 13：00～16：00 東金市役所

市民相談室

行政書士会
東総支部山武
☎( ８０) ７６５０

労災職業病
なんでも相談 28日㈯ 13：00～16：00 船橋市勤労市民

センター

千葉中央法律事務所
☎０４３
( ２２５) ４５６７

多重債務
365日電話相談

多重債務365日
電話相談窓口
☎０４３

（２４７）０４４１

無料法律相談
（要予約）

5日㈭
19日㈭
26日㈭

13：00～16：00 県庁

県総合企画部
報道広報課広聴室
☎０４３
( ２２３) ２２４９
又は２２５０

県消費者センター
による無料電話相談

月～金
土　

9：00～16：30
9：00～16：00

県消費者センター
☎０４７
( ４３４) ０９９９

ナイター
無料法律相談

（要予約）
10日㈫ 18：00～21：00

東金市立
中央公民館

（市役所横）

千葉司法書士会
つくも支部
☎( ５０) ３８００

各種相談窓口

この他の主な行事

●古文書講座　日　時　８月19日㈭　14：00～16：00
　　　　　　　場　所　成東文化会館のぎくプラザ
　　　歴史民俗資料館　☎（８２）２８４２問

オライはすぬま　　 のイベント
道の駅

8月

休日納税窓口　８月 29日㈰
　　　　　　　午前９時～午後５時
夜間納税窓口　８月 31日㈫　
　　　　　　　午後５時半～８時
場　所　市役所　収税課
　　収税課　☎（８０）１１５１

日　時　８月 29 日㈰　午前９時～午後５時
場　所　　市役所　市民課
※戸籍・住民票関係（住民票写し・戸籍に関
する証明書・印鑑登録証明書・住所証明書の
交付、印鑑登録新規・廃止の受付・ただし住
民票の異動手続きはできません）
　　市民課　☎（８０）１１４１
※市県民税関係（所得・課税・非課税証明書
の交付）
　　課税課　☎（８０）１２８１

 休日納税窓口・夜間納税窓口 休日納税窓口・夜間納税窓口

 休日証明窓口業務 休日証明窓口業務

問

問

問

固定資産税　　　第２期　８月２日㈪
国民健康保険税　第１期　８月２日㈪
市県民税　　　　第２期　８月31日㈫
国民健康保険税　第２期　８月31日㈫
　市税の納付には、簡単・便利・安心な口座振
替をご利用ください。コンビニエンスストアや
指定金融機関などでも納付できます。

今 月 の 納 期

冷たい甘酒サービス（200人分）/かき氷特別販売：7日㈯・8日㈰・
14 日㈯・15 日㈰・21 日㈯・22 日㈰・28 日㈯・29 日㈰	
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期日 ＋休日当番医  内：内科　外：外科

１
日
㈰

岡崎医院（東金）☎（52）3313 内

笹本医院（横芝光）☎0479（82）5162 内

おおあみ泌尿器科（大網白里）
☎（70）1333 外

８
日
㈰

みずほ台クリニック（大網白里）
☎（73）6000 内

高橋医院（山武）☎（82）2450 内

日向台クリニック（山武）
☎（88）1491 外

15
日
㈰

古川クリニック(九十九里）
☎（76）1588 内

伊藤医院（山武）☎（82）2508 内

睦岡クリニック（山武）☎（80）8001 外

22
日
㈰

きみのもりクリニック(大網白里）
☎（70）2366 内

あきば伝統医学クリニック（山武）
☎（86）3711 内

とよだ整形外科医院（東金）
☎（54）6200 外

29
日
㈰

おぐらクリニック(東金）
☎（50）9720 内

宇井医院（山武）☎（86）2522 内

まさごクリニック（横芝光）
☎0479（80）0122 外

※都合により変更になる場合があります。

休日当番医テレホンガイド
　　　　　　　　　　　　  ☎（５０）２５３１	

松尾 IT 保健福祉センター☎ 0479（80）8383

今月のこども園・保育所開放
開放時間　午前９：３０～１１：００

　４日㈬　まつおこども園・大平・豊岡保育所
１１日㈬　成東・緑海・鳴浜保育所
　　　　　なんごうこども園
１８日㈬　なんごうこども園・緑海保育所
２０日㈮　まつおこども園・大平・豊岡保育所
２５日㈬　成東・鳴浜保育所
　　子育て支援課保育係　☎0479（80）8394問

保健事業 日　　時 場　　所
のびのび発達相談

2日㈪

予約制 松尾 IT 保健福祉センター
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査、骨粗
しょう症検診、成人歯科健
診

受付9：00～11：00
      13：30～15：00

（歯科健診のみ
      9：00～11：00）

成東保健福祉センター

ことばの相談
3日㈫

予約制 松尾 IT 保健福祉センター
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査

受付9：00～11：00
     13：30～15：00

成東保健福祉センター

献血
4日㈬

10：00～11：45

13:00〜16：00
成東保健福祉センター

１歳６か月児健診 13：00～14：00 山武保健センター
すくすく広場（絵本遊び等）

5日㈭
13：30～15：00 山武保健センター

肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査

受付9：00～11：00
      13：30～15：00

松尾 IT 保健福祉センター

のびのび発達相談

6日㈮

予約制

松尾 IT 保健福祉センター
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査、成人
歯科健診

受付9：00～11：00
      13：30～15：00

（歯科健診のみ
      9：00～11：00）

肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査、骨粗
しょう症検診、成人歯科健
診

8日㈰

受付9：00～11：00
      13：30～15：00

（歯科健診のみ
      9：00～11：00）

松尾 IT 保健福祉センター

ことばの相談
9日㈪

予約制
松尾 IT 保健福祉センター肺がん・結核検診、前立腺

がん検診・肝炎検査
受付9：00～11：00
　　13：30～15：00

乳児健診
10日㈫

13：15～14：00 さんむ医療センター
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00

松尾 IT 保健福祉センター

ポリオ集団予防接種

11日㈬

受付13：00～13：45 成東保健福祉センター
すくすく広場 10：00～11：30 まつおこども園
のびのび発達相談 予約制

松尾 IT 保健福祉センター肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00

リハビリの集い（美郷会） 9：30～11：30 本郷生活研修センター
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査

12日㈭
受付9：00～11：00
　　13：30～15：00

松尾 IT 保健福祉センター

すくすく広場
17日㈫

10：00～11：30 なんごうこども園
ことばの相談 予約制 松尾 IT 保健福祉センター
パパママサロン

18日㈬
申込み制 成東保健福祉センター

リハビリの集い（美郷会） 9：30～11：30 日向中央公民館
のびのび発達相談 20日㈮ 予約制 松尾 IT 保健福祉センター
パパママサロン 22日㈰ 申込み制 成東保健福祉センター
３歳児健診 24日㈫ 13：00～14：00 山武保健センター
リハビリの集い（美郷会） 25日㈬ 9：30～11：30 寿公民館
２歳６か月児歯科健診

26日㈭
9：00～9：30 山武保健センター

長寿ゼミナール（いきいき
わくわく教室）

10：00～14：30 松尾ふれあい館

パパママサロン 27日㈮ 申込み制 成東保健福祉センター
すくすく広場（ベビーマッ
サージ） 30日㈪

予約制 蓮沼保健センター

乳がん・子宮がん検診 成東保健福祉センター予約制
乳がん・子宮がん検診 31日㈫ 予約制 山武保健センター
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Camera

　㈳千葉県建設業協会青年部（担当：山武支部）が６月 24 日、
建設業の仕事を身近に感じてもらい、将来の職業のひとつと
して選んでもらおうと、建設機械体験学習会を鳴浜小学校全
児童対象に開催しました。
　同協会青年部 40 人は、油圧ショベルや、高所作業車、振
動ローラなど計 10 台の作業車を鳴浜小の校庭に設置し、安
全に体験学習会ができるよう児童を見守っていました。
参加した児童 192 人は、同協会青年部員の指導を受けながら建設業
の仕事を体験し、「高い所はちょっと怖かったけど楽しかった」、「ショ
ベルカーは、土を掘り運ぶところがおもしろかった」と感想を話して
くれました。（千葉国体マスコットキャラクターのチーバくんも参加）

ショベルカーを動かしたよ！

第18回建設機械体験学習会

歴史と自然に親しみ、体力づくり
歩け歩け大会

トイレ掃除は心磨き
成東中３年生がトイレ掃除を実施

　６月９日、成東中学校で３年生全員と校長先生や担任の先生と
一緒に、校内８か所のトイレ掃除を実施しました。
　このトイレ掃除は、今年で３年目を迎え、掃除を通じて自分た
ちの心を磨くことを目的に行われているものです。ボランティア
山武掃除に学ぶ会が講師となり、生徒と先生はトイレ掃除の仕方
を教えてもらいました。
　小川校長は「トイレ掃除は心磨きです。掃除をすることで愛着
を持つようになり、次の掃除に対する身構えが違ってきます。何
より心の成長が大きいです」と掃除の効果を話します。
　生徒の一人は掃除をしながら話します。「トイレ掃除は疲れる
けど、ちょーきれいになるね。」

目的地は

あと少し

です▶

姫塚古墳の

説明を聞く

参加者▼

▲先生と生徒

が一緒に掃除

◀トイレ掃除
にかかせない

七つ道具

▼ショベルカーを

操作する児童

◀高所作業車

　地元の歴史にふれながら体力づくりをと、６月６日、歩
け歩け大会が行われました。
　松尾出張所をスタートした参加者71人は５班に別れ、
松尾地区の古墳めぐりをしながら約12㎞を歩きました。
　参加者は、最初の目的地大堤権現塚古墳へ、そこから
八幡神社をめぐり、豊岡小で昼食をとりました。午後から

は、２㎞ほど歩き姫塚古墳（山室）へ、そして関東ふれあいの道を通
り松尾中を目指しました。高台にある松尾中から、松尾市内を一望。
数か所の見学場所では、職員から説明があり、参加者は熱心に聞い
ていました。　　
　参加者からは、「地元に住んでいても知らないことがたくさんありま
すね。歴史に触れることができてとてもよかった」と感想がありました。



 Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report  Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report  Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report Camera Report

27 ☎／市外局番の記載のないものは『0475』です
広報さんむ

2010.8月

緑のジュータンが見たい

芝の植栽を体験

　６月20日、さんぶの森多目的広場の一部（約
800㎡）を利用し、広場整備の一環として、広場を
練習に使用する少年野球チーム「山武ブリスキーボー
イズ」の25人と、その保護者やボランティアグルー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プさんぶ木こり隊総勢５５人が参加し、５０㎝間隔で
掘った穴に芝のポット苗を１株ずつ植えていく植栽体験をしました。
　これは、原則として除草や薬剤散布は一切行わず、芝刈り、施肥、灌水が中心の環境に優しく低コストで管理
できる芝生化（鳥取方式）を試験的に取り入れたものです。
　「芝が生えそろえば、練習時の砂ぼこりや暑さを緩和できるなど色々な面でメリットがあると思います。練習の
合間に芝刈りや、水遣りなどをやってみんなで芝を育てたいと思います。早く緑のジュータンが見たいですね。」
と少年野球ブリスキーボーイズ代表の佐藤さんは話します。

市内が花でキレイになるといいな
ボランティアの皆さん、いつもありがとう

　道端にある花壇。綺麗な花が植えられていることにふと気が
付くことはありませんか？　今回は、松尾出張所前の花壇と本柏
の空港シャトルバスのバス停前の花壇に花を植えてくれた「あす
なろ会」さんと「本柏千寿会」さんの活動を報告します。
　あすなろ会はもともとハイキングなどを一緒に行く友達グルー
プ。花壇のボランティアは2001年から始めたそうです。本柏千
寿会は本柏のおばあちゃん達のグループです。両方のグループ
ともみんな仲よしで働き者ぞろい。花壇の土を耕し、花の配置
を決め、手際よくベゴニアやマリーゴールドを植えていました。

芝を植栽する少年野球チームとボランティアの皆さん

◀あすなろ会の
皆さん

▲本柏千寿会
の皆さん

水のなかダ・イ・ス・キ！
さんぶの森元気館でプール遊び

　さんぶの森元気館プー
ルから、日向幼稚園園児
の元気な声が聞こえてき
ました。
　日向幼稚園とむつみの

　　　　　　　　　　　　おか幼稚園では、元気館
の休館日を利用して交互にプール遊びを実施してい
ます。２つの園では、以前プールがあったが維持管
理が大変などの理由でプールを閉鎖。しかし、地元
に元気館が建設されたので３年前からまたプール遊
び始めたとのこと。「プールでの水遊びは、園児が小
さいころから水に慣れ親しみ、健康・体力づくりにも
よく、地元の施設を有効に活用できて幸せです」と
並木園長は話します。

さらなる救助技術の向上を
東消防署特別救助隊関東大会出場

　東消防署の特別救助
隊は、６月 29 日に開
催された消防救助技術
千葉県大会（ロープブ
リッジ救出訓練）で優

　　　　　　　　　　　　　　勝し、７月14日に神
奈川県厚木市で開催された第 39 回消防救助関東地区
指導会に出場しました。
　この出場種目は、建物と建物の間に設定されたロー
プを渡り、反対側にいる負傷者を救出する訓練です。
隊員は「この大会を通じて学んだ救助技術を災害現場
で活かせるよう、常に市民の目線に立ち安心して暮ら
せるまちづくりに努たい」と力強く決意を話します。

バタ・バタ・たのしいね ロープブリッジ救出訓練



編集後記▶
夏といえば、花火にお祭りといくつになってもワクワクしてしまう行事が盛りだくさん。私の大好きな季節です。ところで、お祭りでよく見るお神輿。関東と関西で違い
があるのはご存じでしょうか？　実は、神輿の上に乗っている鳳凰の尾が下に垂れているのが関東型なのだそうです。（教えてくれた立会人のＷさん、ありがとうござい
ます！）普段はあまり注目していなかった箇所なので、お神輿を見るときの楽しみが１つ増えました。日本各地のお祭りを見に行って比べてみたら面白そうですよね。（N）
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★
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我が家のアイドルに登録する就学前までのお子さんの写真を
募集しています。秘書広報課までご連絡ください。☎（80）1292

栗山　龍之介くん
H22・2・9生
お外大好き、毎日元気いっぱいです。アンパンマンがお気に
入りで、このお人形とお話しています。これからもみんなで
いろんな所へお出かけしようね、龍ちゃん☆(蓮沼ロ)

りゅうのすけ

秋葉　一輝くん
H18・12・8生
ひょうきんないっちゃんに「わんぱくでもいい逞しく育って
欲しい」と願うじじばばです。（蓮沼二）
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今
年
７
月
５
日
、
川
崎
競
馬
第
５
競
走
を
ア

ミ
ー
ゴ
（
川
島
厩
舎
所
属
馬
）
で
勝
利
し
、
地

方
競
馬
通
算
一
、〇
〇
〇
勝
の
大
台
に
到
達
し

た
名
調
教
師
は
、
山
武
市
松
尾
町
出
身
の
川
島

正
行
さ
ん
で
す
。

　

川
島
さ
ん
は
、
船
橋
競
馬
場
で
騎
手
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ジ
ョ
ッ
キ
ー
の
タ

イ
ト
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、
通
算
７
８
６
勝
を

挙
げ
る
活
躍
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
一
、〇
〇
〇
勝
目
を
達

成
し
た
レ
ー
ス
で
は
、
偶
然
に
も
ご
子
息
の
正

太
郎
さ
ん
が
騎
手
を
努
め
、
川
島
さ
ん
に
と
っ

て
は
忘
れ
ら
れ
な
い
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

　

川
島
厩
舎
に
は
、
と
て
も
綺
麗
で
お
洒
落
な

厩
舎
が
あ
り
ま
す
。「
汚
い
厩
舎
で
は
良
い
馬

は
育
た
な
い
。
良
い
馬
を
育
て
る
に
は
清
潔
な

厩
舎
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
強
い
信

念
で
厩
舎
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、

飼
葉
に
は
気
を
配
り
有
機
野
菜
や
サ
プ
リ
メ
ン

ト
を
与
え
、
寝
藁
は
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
に
替
え
る

な
ど
、
馬
と
真
剣
に
向
か
い
合
い
馬
の
た
め
に

は
労
を
惜
し
ま
ず
、
良
い
環
境
作
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
川
島
さ
ん
は
、「
馬
に
よ
る
『
ア
ニ

マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
』
で
、
障
害
を
持
っ
て
い
る
方

や
次
代
を
担
う
山
武
市
の
子
供
た
ち
に
癒
し
の

心
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
」
大
き
な
夢
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
今
、『
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
』
な
の
で

し
ょ
う
か
？
「
千
葉
県
で
馬
を
使
っ
た
ア
ニ
マ

ル
セ
ラ
ピ
ー
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
の

で
、
ぜ
ひ
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
複
雑
な
人

間
社
会
で
大
人
も
子
供
も
心
身
と
も
に
病
ん
で

く
る
人
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
動
物
を

使
っ
て
精
神
面
で
の
癒
し
が
大
事
に
な
る
の
で

は
」
と
、
な
か
で
も
、
馬
を
使
っ
た
ホ
ー
ス
セ

ラ
ピ
ー
は
医
療
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
４
つ
の
要
素
を
併
せ
持
ち
、
心

身
両
面
へ
の
効
果
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
外
国

で
は
長
い
歴
史
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

川
島
さ
ん
は
、
現
在
、
船
橋
市
に
在
住
し
て

い
ま
す
が
離
れ
た
故
郷
の
こ
と
が
と
て
も
気
に

な
る
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、「
季
節
ご
と
に
行

わ
れ
て
い
た
地
区
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
皆
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
続
け
て
、
皆
が
帰
っ
て
き
て
参
加
で

き
る
場
所
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
故
郷
の
現

状
を
思
い
出
し
一
点
を
見
つ
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
地
域
の
ま
ち
お
こ
し
は
力
を
入

れ
て
や
っ
て
い
か
な
い
と
も
た
な
い
、
何
か
や

ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と
故
郷
山
武
市
を
常
に

思
い
、
考
え
「
馬
と
一
緒
に
山
武
市
の
活
性
化

に
役
立
つ
事
業
が
私
に
も
で
き
れ
ば
協
力
し
た

い
で
す
ね
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

PROFILE

1947 年松尾町武野里生まれ。
1964 年に船橋・林正夫厩舎から騎手デ
ビュー。
1990 年調教師として初出走。
1994 年、2000 年、2002 ～ 2008 年 Ｎ
ＡＲグランプリ最優秀調教師賞、2009 年
には最優秀賞金収得調教師賞を受賞。
2010 年千葉県調教師会会長に就任。

市
の
こ
ん
な
人
あ
ん
な
人
輝
く
人
を
紹
介
し
ま
す

市
の
こ
ん
な
人
あ
ん
な
人
輝
く
人
を
紹
介
し
ま
す

地
方
競
馬
通
算
一
千
勝
達
成
!!

地
方
競
馬
通
算
一
千
勝
達
成
!!

（
山
武
市
松
尾
町
出
身
）

川
島

　正
行
さ
ん

調
教
師

か
わ 

し
ま

ま
さ 

ゆ
き

1,000勝を祝し、正太郎騎手（左）と


